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皿．調 査 結 果

　〔1〕植生単位
　　　　Vegetationseinheiten

　福岡県臨海域の植生に関する調査報告は，福岡県植物誌で尼川他1970が自然植生について行なって

いる他，壱岐，対島（伊藤他1976）などのいくつかの島しょ，海岸沿いのススキ草原，シバ草原など

特定の植生に限られている。

　今回，福岡市北東部の植生の現状診断，緑の環境保全・創造の基礎資料，生物的潜在力の判定のた

め約200地点で植生調査資料が蚊集された。植生は，その土地のもつ生物的ポテンシャリティに応

じ，時間の経過とともに発達しているものである。文化景観域ではさらに人為的干渉の質と量とに応

じた動態をしめしている。そこでは，人間の影響が過度に加えられることにより，植生は，立地が許

容する範囲内で自然度の低い植生が生育する。しかし，自然度の低い（代償植生度の高い）植生であ

っても，自然環境の鑑物的総合評価として種組威：，群落構造など植生に具現されている。

　前後3回にわたる現地植生調査資料を室内作業による群落組成表の作成，隣接地の植生調査蜘ξ31・，

既発表の植生調査資料などと比較検討を行った結果，以下の植生単位が明らかにされた。

　A．自然植生Na傾rliche　Vegetation

　　1．　ムサシアブミータブ群集　（Tab．2）

　　　Arisaemato　ringentis－Machiletum　thunbergii
　（i）相観。常緑広葉樹の高木林，自然林。

　（iD群落形態。ムサシアブミータブ群集は，志賀島（福岡市），彦山（糸島郡）で頻三生調査資料が

得られている。ハマビワ，ホルトノキ，フウトウカズラ，イノデ，ムサシアブミを標徴種および区分

種とするムサシアブミータブ群集は，高さ12～16mの高木第1層，高さ8～9mの高木第2層，高さ

3mの低木層，0．5～0．8mの草本層の4層1：lll￥造をなす常緑広葉樹林である。出現無数が37～38種を

数える。構成種の大部分がスタジイ，タブノキ，モチノキ，アオキ，シロダモ，ヤブニッケイ，テイ

カカズラなど常緑植物である。とくに華本鞘は纈被率が（30）60～70％と高く，キヅタ，ティヵヵズ

ラ，ッワブヰ，ムサシアブミ，ビナンカズラなどが繁茂するのが特徴である。今圓植生調査資料が得

られたムサシアブミータブ群集は，高木第1層にスダジイが優無し，華本国の種群が貧弱な林分であ

り，宮脇ら1972により報告，規定されているムサシアブミータブ群集の断片的なものと判定される。

ムサシアブミータブ群集は，沖積面を中心とする比較的水分条件にめぐまれた立地に生育する常緑広

葉樹の自然林であり，安定し，潜在生産力も高いため住宅，畑地などとして積極的に土地利用されつ

くされている。

　（iii）群落分布。ムサシアブミータブ群集は，ミミズバイースダジイ群集とほぼ同一の生育域をも

ち，東海地方以西の臨海域を中心に広がりをもつ。福岡市北東部にあっても，タブノキが単木的に大

木となり残存生育をみることができるが，自然林と判定される現存林分は皆無に近い。

　（iv）　群落動態。ムサシアブミータブ群集は福岡市北東部でもっとも潜在生産力の高い，土壌も厚く

水分条件にめぐまれた立地に生育するため，入為的活動にともなって最初に破壊しつくされている。
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　（v）　群落区分。ムサシアブミータ．ブ群集は，ヒメユズリハ，ヤマモモ，イズセンリョゥ，スダジ

イなどを標徴種および区分種とするヤブコウジースダジイ群団Ardisio－Castanopsion

に上級単位が所属する。さらに，サカキーウラジロガシ群団とともにヤブコウジースダジイ群団はヤ

ブッバキォーダーCameHietaha　japonicae，ヤブツバキクラスCarnellietea
laponicaeに上級単位がまとめられる。

　（vi）　群落保全・利用。新しい埋立地である香椎浜地区は，その．立地の潜在自然植生を支えるにた

る表層土を還元することにより，ムサシアブミータブ群集に準じた自然度の高い，多面的効果のもっ

とも期待される環境保全林の形成が可能である。したがって小面積しか残されていなくても生きた実

例として現存するムサシアブミータブ群集の保護，王徳が強く望まれている。

2．　ミミズバイースダジイ群集　（Tab．2）

　Symploco　glaucae－Castanopsietum　sieboldii
　（i）　相観。常緑広葉樹の高木林，自然林。

　（ii）　群落形態．福岡市北東部および周辺域の中生立地，台地および1烈陣地を潜在自然植生域とし

て広く占めている常緑広葉鱗の高木林。植生調査資料は，浮浜神祉（糸島郡二丈釘），大宰府（福岡

市），衣掛森（福岡市宇美町）で得られている。ミミズバイースダジイ群集は，資料が得られた3地

点で，高さ16～22mの高木第1／露｝以下，高さ7～8mの高木第2層，高さ3～3．5mの低木層，葛’さ

0．3～0．8mの草本層の4層構造をなすヤブツバキクラス林，すなわち常緑広葉梅林である。高木第！

層に優旧するスダジイ，コジイを始めクロキ，ヤブツバキ，ネズミモチ，ヤブラン，テイカカズラ，

トベラ，ヤツデ，キヅタ，ヒメユズリハなど構成種の大部分がヤブツバキクラスにまとめられる二二

植物である。ミミズバイースダジイ群集は，編岡市および周辺域で得られた23地点の林分を比較検討

した結果，ミミズパイ，ヒメユズリハ，ヤマモガシを標徴種および区分種としてまとめられた。ミミ

ズバイースダジイ群集は，ムサシアブミータブ群集より中生からやや乾生立地を野毛・に生育域をも

つ。出現正数は40～51種を数える。

　（iii）群落分布。ミミズバイースダジィ群集は，かつて福岡市に広い面積をもつ常緑広葉樹の自然

林であった。しかし，スギ植林，ナナメノキーアラカシ群落など二次林，耕作畑地，往宅地その他に

変えられてしまっており，断片的なものも含めても小一積しか残されていない。現存植生図で具休｝杓

位1耀：と広がりが示される。

　（iv）　群落動態。ミミズバイースダジイ群集は，人為的ニド渉が加えられることによって，より階層

構造が単純化した，クチナシースダジイ群落，ナナメノキーアラカシ群落，ハクサンボクーマテバシ

イ群集が生育する。したがって福岡市および周辺域に生育するスダジイ，コジイ林は，多くが相観的

にミミズバイースダジイ群集と類似しているクチナシースダジイ群落，ナナメノキーアラカシ群落で

ある。

　（v）　群落区分。　ミミズバイースダジイ群集は，南九州から日本海側は山陰（島根，山にD，太平

洋側は東海地方までの臨海域低海抜地を中心に広がりをもつ。ミミズバイースダジイ群集は他の常

緑広葉樹林と同様に以下の上級単位に所履する。

　　ヤブッバキクラス　Camelhetea　jaPonicae
　　　ヤブツバキオーダーCamellietaha　laponicae
　　　　ヤブコウジースダジィ群麟　Ardisio－Castanopsion
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　（vi）群落保全・利用。ミミズバイースダジイ群集の群落構造，二二威は，香椎浜をはじめとする

福岡市～帯の環境保全林形成のための具体的資料の提供，生きた実例として評価される。
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　　　Fig．9．ミミズパイースダジイ群集断醐模式
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3．　オニカナワラビークスノキ群落　（Tab．2）

　ノ窪7“ασ所～ぬ4∂3sゴ級か」ガ。∫07　var．ア72αブ07－C〃21紹〃20獅κ1フz　cσ〃ψぬ。ア・α・一Gesellschaft

　（i）　相観。常緑．広葉樹の高木林，自然林。

　（ii）　群落形態。立花山に生育するクスノキ林は比高が201nをこえ，その林分の広さもあり天然記

念物に指定されて保護されている。この立花山のクスノキ林は，ムサシアブミータブ群集，ミミズバ

イースダジイ群集などと種組成による比較検討を行なうとやブッバキ，カクレミノ，ジュズネノキ，

クロガネモチ，モチノキなどの種群を欠き，クスノキ，キチジョウソウ，ハナミョウガ，フモトシ

ダ，オニカナワラビ，コショウノキ，バリバリノキ，クマワラビ，ヨゴレイタチシダ，サカキカズ

ラ，アマクサシダを区分種としオニカナワラビークスノキ群落にまとめられる。高さ22～24m，植被

率80～90％の高木第！層にはクスノキが優占し，高木第2層以下にも群落区分種のピサカキ，タブノ

キ，ヤブニッケイ，ネズミモチ，ヤブコウジ，アオキ，イズセンリョウ，カゴノキなどヤブツバキク

ラスの種が繁茂する。繊現種数は42～46種を数える。

　（iii）　群落分布。オニカナワラビークスノキ群落は，海抜367　mの山頂を囲むように立花山の1」」腹

を広く占めるクスノキ林である。

　Gv）　群落動態。　i三i本におけるクスノキ林は，大部分がかって植栽されたものとされている。立花

山のクスノキについても高木に生長した大木の個体数に対する亜高本，低木の貧弱さ，ヤブツバキ，

モチノキなどヤブッバキクラス林に高い常在度で生育する種群を欠くなどから，かってクスノキが植

林されたものと判定される。しかし，ながい間の保護により，ヤブツバキクラスの自然林とほぼ同質

の林分への展開をみせている。

　（V）　群落区分。　オニカナワラビークスノキ群落の区分種は，広域的に種組成上の比較検討を行っ

た際のミミズバイースダジイ群集の標三種および区分種である。したがって，オニカナワラビ～クス

ノキ群落はミミズバイ～スダジイ群集の一…ド位単位と三三される。

　（vi）　群落保金・利用。オニカナワラビークスノキ群落は，北九州さらにEll本に残された欝緑広葉

樹’林でも，立花山一娼；のように広い面積にわたって生育する林分は数少ないものである。同時に，か

つてクスノキ林を形成すべく手が加えられ，少くとも最近は人の手がほとんど加えられておらず常緑

広葉樹の自然林に難じるものとして評価される．

4．　オニヤブソテツーハマビワ群集　（Tab．3）

　Cyrtomio－Litseetum　 japollicae
　（i）　相観。海岸風衝地の常緑広葉樹からなる亜高木，低木林。

　（ii）群落形態。植生調査資料は志賀島，糸賀郡二丈町の5地点で得られ，常緑広葉樹の優占する

低木林，唖高木林である。高さ3～5mの低木層にはハマビワ，ハマヒサカキ，トベラ，マサキなど

が高い湿度で優則し，高さ0．5mの草本層は5～10笏と低い植被率で，オニヤブソテツ，ツワブキな

どが生育するにとどまる。出現回数は9～19種，平均出現種数13種を数え，他のヤブツバキクラス林

と比較して貧弱な種組成である。オニヤブソテツーハマビワ群集は，ハマどワ，ハマヒサカキ，トベ

ラ，マサキ，オニヤブソテツ，シャリンバイを群集標徴種および区分種とする。オニヤブソテツーハ

マビワ群集は，5m前後の低木摺，1m以下の草本層の2鱒構造，あるいはクロマツが高木，　i匝高本

に限られた被度で生育する3層構造をなし，林分によりシャリンバイ，ハマビワ，ハマヒサカキ，卜
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　　　　　　Tab。2．オニヤブソテツーハマビワ群集

Cyrtomio－Litseetum　japonicae

LaufendひNr，：

Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme：

　Meeresh6he（m）：

　Exposition；

　Neigung（Q）：

　Gr6Be　d．　Probefl註che（㎡）：

　H6he　d．　Strauchschicht（m）：

　Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

　H6he　d．　Krautschicht（m）：

　Deckung　d．　Krautschicht（％）：

　Artenzahl：

Kenn－u．　Trennarten　d．　Ass．：

　ゐ鉱3θαゴ6ψ0㍑20α

　E多〃ツαθ〃2αア9加α’α

　Pゴ”OSρ0プ％〃¢！0δ”α

　E～‘0ηy〃2Z‘∫ゴαカ0πゴ0κ5

　qyπ0〃加4〃3〆詑1Cα齢‘〃2

　R乃αメ》ん∫01θ♪ゴSμ〃2δ811α如

恥呂玲珪鍍；

　勲η筆‘9た‘規ブθρ0ηゴ0κ〃2

　命’S毎ゴαρ0海Cα

　P18’0δ1αS’κSS置〃ZOπゴゴ

　畝scαπご海z4　s∫カ．～召κsゴs

　E如θα9／z％sg如δプθ

　s〃万！ακcぬ’1～α

．通し番号

調査番号

調査年月El

海抜霜’

方位

傾斜・

調査面積

．低．木層の高さ

低木層の植被率

草本閣の高さ

草本層の植被率

出現種数

鮮血樗｛徴種および区分・種

　ハマビワ　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　K

　ハマヒサカキ　　　　S

　　トベラ　　　　　　　S

　マサキ　　　　　　　　S

　オニヤブソテツ　　K
　シャリンバイ　　　 S

随伴種

　ツワブキ　　　　　　　K

　ヤツデ　　　　　　　　S

　メダケ　　　　　　　S．K

　ススキ　　　　　　　　．K

　ツルグミ　　　　　　　　　K

　サルトリイバラK
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　．4π881fcαゴαρoη’cα　ノ・マウド　K一＋；in　2：P！θ’oδ1αs’κs　4∫s’∫酌κ∫var．81αδθア　ネザサ　K一．卜；in　3：

　Cγθρ配∫α3〃醗η1αηoθo！認κ’π　ホソバワダン　K一一1一・2，EJαθα9耀‘sメ》μπ8’θノ器　ナワシログミ　K－1・2，　P”μ¢s

　’加州δ8プ8露　クロマツ　S－1・1；in　4：βo助〃昭アぬ130103βガ。8α　オニヤブマオ　K一一1．一；Ho4醐α沈。〃zδθα　キ

　ヅタ　K一＋・2，勲昭8磁soαπ4θノzs　var．御如〆♂ヘクソカズラ　K．一峠；in　5：乃傭sθ解。’α　イヌビワ　S－1

　・1，　」しノgε4s〃湿〃2ブαρoπ記κ溺　　ネズミモチ　S一＋，勲sα2～潅召43”∫3　マテバシイ　S一＋，ル露”θ〃∫αゴαρo’z記α　ナ

　ツフジ　S一＋，K｝＋，C癬π召1”αゴαρoη∫6α　ヤブツバキ　S一ト，Cθ1αs’ア3’so7δ’α41α’z‘s　ツルウメモドキS一｝一，

　Sc協θ〃αガα加飯。αvar．カαプ〃ヴ∂1’α　コバノタツナミ　K．．一．．｝．．・，ノ1γ（1ゴs忽ゴαメ》01z記α　ヤブコウジ　K…㍉7協θ4y一

　ρごθプ1∫θcκ海加認α　ホシ．ダ　K…ト，

調査地：Fundorte　in　Laufende－Nr．1－5；賛ilo－machi二丈町

調査者：Aufnahme　von．　A．M．，　K．S．，　Kat。　u．　M．N．
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ベラなどさまざまな常緑広葉構が優配して混生している。

　（iiD　群落分布。オニヤブソテツーハマビワ群集は，中国地方（島根半島以西），九州地方の海岸

断炭，海岸風衝地を中心に生育域をもち，福岡付近では糸賀半島，志賀島，磯崎鼻に現存植生をみる

ことができる。

　（iv）　群落動態。オニヤブソテツーハマどワ群集はムサシアブミータブ群集，ミミズバイースダジ

イ群集など常緑広葉樹からなる高木林が自然植生として生育できない立地，すなわち，海岸風衝の岩

かく地，旧砂丘⊥のやや安定した立地に潜在自然植生として生育する。オニヤブソテツーハマビワ群

集の代償植生は，地でテリハノイバラ，カラスザンショウなど有棘・複葉の陽地生植物が繁茂する。

岩か，また1日砂丘上ではアカマツ，クロマツ林の生育をみる。

　（v）群落区分。調査資料が得られた5地点では下位区分されなかった。甘口ヤブソテツーハマビ

ワ群集は，瀬戸内海沿岸を中心｝こ生育するトベラーウバメガシ群集，関東地方などに生育域をもつマ

サキートベラ群集とほぼ同位の群落と判定され，中西・鈴木1972はトベラ群団としてまとめている。

しかし，トベラ群団の標徴種は，一般にヤブコウジースダジイ群団に高い常在度で生育している。し

たがっ’て以下の上級単位への所属が妥1、｛重であろう。

　バ〆／ヒ）
ζ

2．

34

3

（

β

53

　　　防
潜＿
ハ

編2’
6

3

　　　Schicht

爺圏

5

S：Strauchschicht

4m　98％

K：Kratschicht

0．5m　15％

　1

　　　　　　　　　Fig．10、オニヤブソテツーハマビワ群集断面模式

　Vegeta亡i◎nsprofl歪des　Cyrtomio－Litseetum　japc亘icae
1：ハマヒサカキ　　E麗り，αθ駕αγg腕α如　　　　　4：ススキ　　　磁’50α漉加∫s読θπsゴs

2：オニヤブソテツ　（汐γ’o規癬脚ル！6α’～‘初　　　　5：トベラ　　　P漉osρoアz‘辮’oろ’搬

3：ハマビワ　　　　乙’おθσゴσρo加。α　　　　　　　6：ナワシログミ　E如θα9πz4∫／》観98｝凋
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　　ヤブツバキクラス　CameIlieもea　japonicae
　　　ヤブツバキオーダー　Came］1ietalia　japonicae
　　　　ヤブコウジースダジイ群団　Ardisio－Castanopsio11
　（vi）　群落保金・利用。オニヤブソテツーハマビワ群集は，ムサシアブミータブ群集，ミミズバイ

ースダジイ群集の生育できない海からの影響をまともに受ける立地に生育する低本林，マント群落で

ある。したがって香椎浜団地のような海岸埋立て地に形成される環境保全林のマント群落，海からの

影響をまともに受ける立地の環境保全林の構成種は，オニヤブソテツーハマビワ群集の構成種を中心

に選定されるのが最も望ましい。

　　Phot．1，オニヤブソテツーハマビワ群集（志賀島）

Cyrtomio－Litseetum　laponicae
　　　　　　σ11sel　Shika，　Stadt　Fukuoka）

5．　ハマベノギクーホソバワダン群落　（Tab．4）

　刀θ’θ70メ）αメψκs”sカ∫（1多‘sva「．σ78珍αガ麗s…C7ψガ”αs〃κ〃彦1αηoooZα砺”¢一Gesellschaft

　（i）　相観。三二二二風衝草彦気。

　（ii）　群落形態。海にi慮：接に面した断言地で，オニヤブソテツーハマビワ群集の醗線に生育する草

本植物群落。群落の高さ15～60c獄の草本植物からなる単層構造である。出現乱数が6～8種，植被率

が30～40％でホソバワダン，ハマベノギク，ハマエノコロ，オニヤブマオ，ハマボッスが高い常在度

で生育する。この草本下物群落は，ホソバワダン，ハマベノギクを区分種としてハマベノギクーホソ

バワダン群落にまとめられる。ハマベノギクーホソバワダン群落は，土壌の堆積が少なく，岩隙を中

心に植被がみられるにとどまり，細かな立地条件の差異に応じ，優占種も植分により変化が多い。

　（iii）　群落分布。植生調査資料は，志賀島の東側で得られており，率副岡市北東部では畳瀬，磯崎鼻

で断片的な植分が生育するにとどまる．北九州から由陰にかけての海岸断巌地はハマベノギクーホソ
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バワダン鮮落と種組成がほぼ同一の植生もみられ，／也にダルマギクも混生することが多い。

　（iv）群落動態。養分の蓄積が限られ，蔭射光を受けるため地温の上昇，過度の乾燥下に曝らされ

ることも多く，裸鰯化することも少なくない．

　（v）　群落区分，　ハマベノギクーホソバワダン群落は，海岸断巌，岩隙に生育する草本植生のまと

まりであるボタンボウフウ群団に所隠する。細かな立地条件の差災等に応じ，優占種，下位単位が区

分される。今回得られた植生調査資料は，志賀島の5地点にとどまる。

．講犠壽，

∴．雛「 ，1藩儲・一
　　　歪濡
　　　　　　　　壽

碗繹

　　　　　　　　　　　　　難籔藏　　、総
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ
　　　　　　　　　　　　　　　　・　　配．、　　　　　　　　ン’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ　　　　　　　な　　メ
　　　　　　　　　　　　　　躍　継墾

　　　　　Phot．2　ハマベノギクーホソバワダン群落（志賀島）
Hθ’θア。加ρ加s飯sμ4z‘s　var．αγθπσ癬s－C解ρ’4～α∫〃～襯～π1～c80♂α’脚一Gese正1schaft

　　　　　　　　（lnsel　Shika，　Stadt　Fukuoka）
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　　　　　　　　　　Tab．4．ハマベノギクーホソバワダン群落
刀8’θノ・oカσρカz‘s加sρノゴ3f3　var．αプθπαアノz‘s－Cγ6ρノ4fαs∫アz‘〃z如η660！α伽ノ，レGesellschaft

　Laufende一．．Nr．：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通し番場’　　　　　　　　　　　　　　1　　2

　Nr．　d．　Aufnahme：　　　　　　　　　　　　調査番号　　　　　　　　　　A　A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99　101

　Datum　d．　Aufnahme　1978：　　　　　　　　　　調査i月E1　　　　　　　　　　　10　10

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23　23
　Meeresh6he　（m）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幸川抜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　5

　Exposition：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方．位二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E　　　E

　Neigung　（。）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r傾斜’　　　　　　　　　　　　　　　　　80　　80

　Gr6Be　d．　Probeflache（　　2ノ．アz）：　　　　　　　　調査諏積

　H6he　d．　Vegetation（cm）：　　　　　　　　　植生の高さ　　　　　　　　　15

　Deckung　d．　Vegetation（％）：　　　　　　　　植被率　　　　　　　　　　　40
．顛叩z雛耳．．．田…．．．旧．．．．．．田．．．田．．．．．…．．．．…．出．現．極数．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．…．．旧．．…．．．．．．．．．．．q．

Trennarten“二＿99§酵無ミρ熱aft：　　　　　　　　　　　　　　　：／1洋落IX分・麺

鯉油皿面魂燃惚。，，、繍、　　駕碧影　　　麗…
蕉興聖璽牛乳蕉…y釧～鰻“乱9輿熱票鼠．焦＿1～壌讐飯．　　群団，オーダー，クラスの標洋種

　βo川間θガα乃010sθ短6θσ　　　　　　　　　　　　　オニヤブマオ　　　　　　　　・　1。1

　ムys日曜痂σ〃卿4プ漉αフ．躍　　　　　　　　　ハマボッス　　　　　　・　＋
　ル露sごσπ飾麗5sか躍銘sぎs　　　　　　　　　　　　　　　　ススキ　　　　　　　　　　　　1・2　1・2

　εθ4κ規07ツ2加々Zf〃z　　　　　　　　　　　　　　タイトゴメ　　　　　　　　・．1一　　・

　qyγ如撫如規和1c認κ綱　　　　　　　　　　　　　オニヤブソテツ　　　　　　・　＋

恥9腰¢ぢ　　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　sθ如磁躍麟svar．加。勿s嬬加3　　　　　ハマエノコロ

出現1圃の種：Au8erdem　le　einmal　in　Laufende一鐸r．1：州立g〃‘栩知ρo加α‘規

　P’”03ρ0耀〃Z’0δ”α　i・ベラ＋，磁7θκsp．スゲ属の一一．一種一ト，　in　4：

　in　5：ん’α面s∫ガθ11θア’var，刀ρo麗。α　ハマハタザオ＋，

　Z）毎ノが加偲ノαρo／z∫c！‘s　フジナデシコ＋，　C1短4詔醒ノαカ。ノガ6κ1π　ハマゼリ＋．

調査地：Fu11dorte　der　Laufend－Nr．1－5：Shigashima，　Stadt　Fukuoka幅岡市志賀島

調査者：Laufende－Nr．1－5：von．　KS，，　L．M．　u．　M．N，

3　　4　　5

A　　　A　　　A

104　10G　ユ02

10　10　10
23　23　23
5　　－　　5

E　　E　　E

80　30　80

2×21×21x21x21x2
30

30

6

30

30

7

60　40
30　40
7　　8．．．．

2・3　　3・3　　2・2　　　・

・　　1。2　　1。2　十・2

　・　2。2　2・2
　一．｝．一　　　一．．｝．一　　　●

　●　　　　　　　　o　　　　　　　　　，

　・　1・2　　・

十。2　　・　　・

　　　　　　　　　　南・2　十。2　・．｝一・2　　一．｝．一　　・．．｝．・

　　　　　　　　　　　ツワブキ　　十。2，1n　3：

　　　　　　エ万g露α7如α4SOθπ4θ1～Sメヒシバ十，

C厩ysαμ酌θ醒κ規趨α規ノ言。∫　リュウノギク1・2，

　　6．　チガヤーハマゴウ群集　（Tab．5）

　　　玉1了1perato　cylindricae－Viticetuln　rotundifoliae
　（i）　朴1観。海岸砂1？漁委姓1三低木群落。

　（ii）　群落形態。海岸砂丘上のやや安定した立地条件下に，紫の花をつけるハマゴウが優占する矯

生低木林。植生調査資料は，雁ノ巣，匹1ノ浦で得られ，群落の高さは0．4～0．6rn，三度は50～80鰯，

出現種数が3～7種と少ない。地下茎をのばし乾燥にもたえ，砂丘による回雪や幹枝の折れに対して

再生力が強い。このハマゴウ媛生低木林は，OHBA，　MIYAwAKI　et　Tx．1974がE：i本各地の海岸砂壁・低

木林について報告されたなかの，西謝本を中心に分布するチガヤーハマゴウ群集と判定される。ハマ

ゴウが高い被度，群度で優占する他は，海岸砂1流草本植盗柱の構成種の混生を多くみる。

　（iii）　群落分布。チガヤーハマゴウ群集は，かつて玄海難に面した海岸砂．丘」二や．博多湾内の各海岸

砂丘上に広く生育していた。しかし，現存植生としては，玄海灘に面した海中道，雁の巣などを中心

に，退化相や断片的な率直分をみるにとどまる。
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　（iv）群落動態。チガヤーハマゴウ群集は，海岸砂丘の前線で飛砂，砂の移動が多い立地に生育す

るハマグルマーコウボウムギ群集などハマボウフウクラスにまとめられる華本植生の内陸側に生育し

ている。したがって，海中道の…部のように入工的に砂の移動が行なわれたり，またハマボウフウク

ラスにまとめられる前砂丘の菓本植生の破壊により，チガヤーハマゴウ群集は，活力が・低下し，被度

の減少などによって退行し，裸地化することも少なくない。

　（v）　群落区分。チガヤ～ハマゴウ群集は，ケカモノハシ，カワラヨモギを区分種とするケカモノ

ハシ．亜群集とスズメノチャヒキ，コマツヨイグサ，キジカクシ，ハマヒルガオを区分種とするキジカ

クシ亜群集とに下位区分される。キジカクシ誌巨群集は，その構成種から判定されるように，より富養

化した立地条件下に生育する。

　（vi）　群落保全・利胴。チガヤーハマゴウ群集は，海岸砂丘上のマント群落Mantelgesellschaft

であり，より内陸側の森林植生の保全機能を果している。

Imperato
　　　　　Tab．5．チガヤーハマゴウ群集

cylindricae－Viticetum rotundifoliae

Laufende－Nr．：

Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme：

　Meeresh6he（m）l
　Gr6βe　d．　Probef盗che（〃の：

　H6he　d．　Vegetation（m）：

　Deckung　d．　Vegetation（％）：

　Arte簸zahl：

Kennart　d．　Ass．：

Trenl｝arten　d．　Subass。：

　ノ詑加6加盆擁4露擁の海。プ。’4θs

　．4ア’θ〃2’s∫αoαμ〃伽ゴs

Trennarten　d．　Subass，：
　掛。加≧∫ゴαρ6πガα4s

　Oθπo焼θ耀如。～1．3忽’α

　，48加アα9κ3SO加66短0ゴ4θS

　Cα砂∫ご99∫αSO！4㈱θ〃召

　師！848！彪ρ70S々π如

　．4刑ρθ’0ρSゴ∫δプθびψθ4～〃．Zα〃αごα

．通し番号

植生の高さ
植被率
出現愚論

　ハマゴウ
亜群集区分種

　ケカモノハシ

　カワラヨモギ
亜群集区分種

　スズメノチャヒキ
　コマツヨイグサ
　キジカクシ
　ハマヒルガ．オ

　ハマグルマ
　ノブドウ

1　　2　　3　　4
A　　 A　　 A　　S（）

88　　　96　　　89　　　61

’78　　レ78　　　’78　　’79

10　10　10　　5
23　　　23　　　23　　　12

5　　一　　一　　一

3x55×63x43x3
0．6　0．5　0．4　0．5
70　　　70　　　50　　　80

3　　3　　3　　7

14●4　 4●4　 3・4　 5●4i

i1・2　2・3　3。3；　・

ト．i一・2　1・2　　・　…　．
　　一　一　山　一一　一　．．一，　一　，　巾一　w　欄　、1

調査地：Fundorte　der　Laufel｝de－Nr．1－3：Galmosu雁ノ頻，　in　4：Nishinoura西バ1｝1
調査者：Laufened－Nr。1－3，　von　K．S．，　L．M．　u，　M．N．，4von　S。0．，　Y．M．　u．　E。N．

●

o

●

・

，

o

●

○

o

・

●

o

i2●2i

i1．2i

i±一？i

・　　　・　　　一き一　　2・2

・　　・　　。　　十
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　　　　　　　　　　Phot，3．チガヤーハマゴウ群集（海中道）

Imperato　cylindricae－Viticetum　rotu貸difoliae
　　　　　　　　　　　　（Uminakamichi，　Stadt　Fukuoka）

7．　ハマグルマーコウボウムギ群集およびハマグルマーケカモノハシ群集　（Tab．6）

　Wedelio－Caricetum　I（obomugi　und　Wedelio一一
　Ischae1ηetum　 anthephoroidis

　（1）　相観。海」…桝沙li」草本姫物群落。

　Gi）　群落形態。海辮砂丘前線に生育する草本植物群落はハマボウフウクラスにまとめられてい

る。今回，雁ノ巣の6地点で植生調査資料がえられた、，コウボウムギ，ケカモノハシ，ハマヒルガオ，

ハマボウフウ，ハマグルマなどをヒな構成種とし，維かな立地条件の差異に応じて衡：し渡や種組成の

ちがいに対応して各群集単位にまとめられている（OllBA，　M〔YAwAK【u．　Tx．1973飽）．雁ノ巣に生育

するハマボウフウクラスの植生は，Tab．6で示されているようにLaufende∴Nr．1－5がハマクルマ

ーコウボゥムギ群集Wedelio－Caricetum　kobomugi，Laufende－NL6
がハマグルマーケカモノハシ群集　Wedelio．．．王schaemetum　anthep－
horoidis　にまとめられる。
　（iii）　群落分布。　（潜在）自然植生としてハマボウフウクラスは，砂丘の前線に生育域をもつ。福

岡市では，雁ノ巣，海中道の砂正でハマボウフウクラスの植生調査資料がえられた。

　（iv）群落動態。ハマボウフウクラスは，海岸砂揺の前線で飛砂，乾燥，高温，塩分など極端でき

びしい立地条件一．ドに生育している。したがって，人々の踏犀，台風などの影響で容易に裸地化する消

長のはげしい植生である。

　（v）　群落区分。ハマグルマーコウボウムギ群集は立地条件の差異とケカモノハシの盤育の有無

によって，2つの下位単位に識別される。飛砂の移動が高頻度で発生する不安定立地には典型亜群集

が成立し，前者よりもやや安定した立地にはケカモノハシ亜群集が成立している．ハマグルマーケカ
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モノハシ群集はハマグルマーコウボウムギ群集の内陸側にあって，ほとんど飛砂のない安定した立地

に成立している。

　（vi）群落保全・利用。海岸砂魚の飛砂防止のためにもハマボウフウクラスは，海岸最前線の植生

である．後砂丘や内陸側の四生と，その立地の保金機能を果している。海岸砂．丘最前線のハマボウフ

ウクラスの草本植生とその立地の保護は砂丘植生保獲の基本となる。

　　Phot．4．ハマグルマーコウボウムギ群集（海中避）

Wedelio－Caricetum　kobolnugi
　　　　　（Uminakamichi，　Stadt　Fukuoka）

草本層
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@　　　　　髄
o　　　　　幽
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ﾏ．
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F19．11．ハマグルマーコウポウムギ群集断醸模式

Vegetatio鷺sprof玉1 desWedelio－Caricetum　kobomugi
1＝　コウボウムギ　Cαプθκ々。δo〃zμ87

2：　ハマヒルガオ　Cπ砂s陀頚αsoJ4僻θ”α
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Tab，6．ハマグルマーコウボウムギ群集（1－5）Wedelio－Caricetum　kobomugi（1－5）〔典型
　　　　亜群集（1－3）Typische　Subass．（1－3），ケカモノハシ亜群集（4～5）Subass．　von
　　　　Ischaemum　anthephoroidis（4－5）3およびハマグルマーケカモノハシ群集（6）
　　　　Wedelio4schaemetum　anthephoridis（6）

　Laufende－Nr．：

　Nr．　d．　Aufnahme：

　Datum　d．　Aufnahme：
　Gr6Be　d。　Probeflache（”ε2）：

　H6he　d．　Vegetatio鷺（cm）：

　Deckung　d．　Vegetation（％）：

　Artenzahl：

Ken膨．　u．　Trennart　d、　Ass．：
r内 ｿ滋髪．ゐ∂6（力痂顧…一…一

　磁砂s’89如soJ4α溜〃α
里鐙期斑紅．生強些鐙§土…鋸曾囎雛．“・．A§S・）：

　1訪αθ〃π‘〃Zθπ酌ゆぬ0γ0～46S

Kennart　d。　Ass．：

　％zθ4θ」ξαρ70s’解彪

K：e！｝nart　d．　Klasse：

rαθ加露盈～漉6髭認2s

Begleiter：

　刃砺碗め1∫3s碗。θ召

　．4ガ召禰∫如αψぽ〃αガs

　γ漉κア。臨π61加〃α

通し番場
調査番号（a一）

調査年月日
調査面積
植生の高さ
額被率
出現種数．．

群集標徴種および鼠同種

　コウボウムギ

　ハマヒルガオ
亜群集区分種および鮮集標甲種

　ケカモノハシ
群集標徴種

　ハマグルマ
クラス標徴種

　ハマボウフウ

随伴種
　ビロードテンツキ
　カワラヨモギ
　ハマゴウ

調査地：Fundorte　der　Laufende－Nr，1－6：Gannosu雁ノ巣
調i査省：Laufellde－Nr．1－6：von　A．M．，　Kat。　u．　L．M，

1　　2　　3　　4　　5　　6
91　　　95　　　92　　　94　　　93　　　90

1978，　10．　23

20　12　16
30　10　10
40　20　40
1．．．β…．3

12

20

50
4

40　－
50　20
50　50
5　　3＿

；3。4　一←。2

●　　　　　　　　o

o

2●3　 3。4　 3。2i
393　一ト。2　　＋　i　．
内．．r．．．　．．．．．．．　．　　lr．1

・　；3・3　　3・3　1　2。2

●　　　　　　　　o　　　　　　　　o

・　　。　　十

・　　・　3・3

　　●　　　　　　　　　〇

十　　十　　　・

。　　1・2　　・　　　。　　　。　　　・

　　　　　　　・　一ト・2　　。

　　・　　　　　　。　　　・　　十・2

8．　ウラギク群落　（Tab，7）

　ノ4sオθ7　’7ガカ。∬〃ノπ一Gesellschaft

　（1）　相観。塩生湿地草本植物群落6

　（li）　群落形態。香椎浜の比較的新しい埋立て地の臨海側で，塩分を含んだ水がある小水路沿いに

ウラギク細部が帯状に発達している。群落の高さが50～80c燈でウラギクが被度・群度5・4で優粛する、，

他の構成種はガマ，ハマアカザ，ヨシがみられるにとどまり，出現階数も2～3種と少ない。

　（iii）　群落分布。ウラギク群落は，半かん水が生じる海岸砂丘の後背低湿地や河「1部に生育する。

香椎浜で同質の立地が盛土，埋立てによって生じたため，水路に沿ってウラギク群落が繁茂したもの

と判定される。

　（iv）　群落動態。香椎浜のウラギク群落は，福岡付近では限られてみられるにとどまる。数年を経

ず水質の変化などにより他の麺生に移行する。

　（v）　群落区分。　ウラギクは九州から北海道までの塩沼地に広くみられ，塩沼地植生のまとまりで

あるウラギククラスの標徴種でもある。

　（vi）　群落保全・利用。立地条件がウラギク群落を持続させるだけ安定したものであれば，北九州

に生育する貴重な植生と評価される。しかし，香椎浜のウラギク群落は，たまたま造成段階において

生育したものであり，数年を経ずしてウラギク群落の消滅が予測される。
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　Laufende－Nr。：

　Datum　d．　AufRahme：
　Gr6Be　d，　Probefl盃che（η三2）：

　H6he　d．　Vegetation（cm）：

　Deckung　d，　Vegetation（％）：

　Artenzah1：

Trennart　d．　Gesellschaft：
…湾s’6〆’プ砂。伽脚’

Sontige　Arten：

　71y合一’α雄∂1毎

　月’プψ1θκSZめ00ア4α如

　P加α9〃痂θsαz4s〃α」’∫

　Tab．7。ウラギク群落
ノ13’6，・〃ψoJ～8ζ〃z－Geseユischaft

謬訂査i三色；Fundorte　in　Laufende－Nr．1－4：オく溝薯　10c鵬

調査者：Laufende－Nr．1～4：von　KS，　u・K：at・

通し番号
調査隼月日
調査面積
植生高

擁被率
坦零種数

群落区分種

　ウラギク
その他の種

　ガマ

　ハマアカザ

　ヨシ

半かん水

1　　2　　3　　4

5

50

80

2

ユ978．　ユ0．　ユ8

10

80

80
2．

10

70

90
3

10

88

80
3

5・4　5・4　　5。4　　5・4

十・2　 1●2　　。　　　。

　。　　　。　　1。2　 1・2

　・　　　・　十。2　十。2

9．　ジャヤナギ群落　（Tab．8）

　5α／ガκoγガOoαフφα一Gese！1schaft

　（i）　相観。夏緑低木林。

　（i｛）　群落形態。沖積低地，河川，湖沼の低湿地，水際に生育するヤナギ林。今回植生調査資料

は，土井生地の湖沼に沿った低湿地に小塊状に生育する林分である。高さ7mの高木第2層にはジャ

ヤナギが・優占し，斡枝が折れやすいため樹形は不均衡なものも少なくない。低木層の植被率は10％で

疎となっており，草本層は90％の植被率でトボシガラ，ヤエムグラ，ナルコスゲ，スギナ，ウナギッ

カミ，ヤノネグサ，オオバタネツケバナなどがカーペット状に繁茂している。このジャヤナギ林は，

九州の沖積低地には白然植生として広く生育していたヤナギ林であると考えられる。ジャヤナギを区：

分種としてジャヤナギ群落にまとめられる。出現種数は30種を数え，大部分の種群が草本麺物であ

る。

　（iii）　群落分布。ジャヤナギ群落は，今國の福岡｛寸近一帯の調査では土井で2地点現存植分が認め

られたにとどまる。かつて，低湿地を中心に広がりをみせていたと判定されるジャヤナギ群落も，水

田として耕作され，盛上や造成宅地化により消滅が著しい。

　（iv）　群落動態。ジャヤナギ群落の代償植生，二次植生はヨシ群落である．また今日ではウリカワ

ーコナギ群集などの雑草群落の生育する水日li耕作地に改変されている。

　（v）　群落区分。　ジャヤナギ林は，河畔林を形成することが多く，以下の上級単位に所属がまとめ

られている。

　　オノエヤナギクラス　Salicetea　sachalinellsis
　　　コモチマンネングサータチヤナギオーダー　Sedo－Saliceta】ia　sしlbfragiIis

　　　　タチヤナギ群団　Salicion　SubfraglHs
　（vi）群落保全・利用。ヤナギ林は，河畔や低湿地に生育することができる限られた高木，低木類

である．景観上のみならず立地保全上からも，またジャヤナギ群落などヤナギ林の積極的利用による

多面的環境保全が期待される。
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　　Tab．8．ジャヤナギ群落
S認㍑θγ～ooα1’ρα一Gesellschaft

Laufende－Nr．：

Nr．　d．　Aufnahme：

1）atum　d．　Aufnahme：

　Meeresh6he（m）：
　Gr6Be　d．　Probeflache（〃～2）：

　H6he　d．13aumschicht（m）：
　Deckung　d．　Baumschicht（％）：

　H6he　d，　Strauchschicht（m）：

　Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

　R6he　d．　Krautschicht　（m）：

　Deckung　d．　Krautschicht（％）：

　Arte臓zah1：

TreBnarten　d．　Gesellschaft：
　Sα〃κ　θγ’00αγρα

59孕串．麺9ρ．．．．．イ㌧帯t骨n．：

　∠，0ηゴ0θ7αノαρ0π∫0α

　C8！廊∫　S’ηθηS∫3　var。

　ノ「1θκ　70’Z4π4μ

　ノモ～乃3‘∫　sz‘coθ4θπθα

フσ」ク0ηκα

∠，’η8髭Sげ〃4〃Zゴσρ0／Z～C％〃2

ノヒzめんsραγ〃肋〃㍑s

ノ～OSα　解κ〃卯07α

SO1ゴ4α80α〃∫εSゴ〃～α

Gセz1海‘〃zsρ2‘ア〃‘〃zf．∫’7’803㍑脚

ノ㍗θs々‘cα　ρσプひ∫91μ〃2α

α7θκ　03‘7ひゴ‘0〃ガ3

E《7～‘∫∫θ’㍑〃2θアひθπsε

〆1〃2ρθ10ρsfs　6アθ加ρθゴ護〃Zα‘1α如

（hアθκ　〃2ακゴ〃20ω∫C9ガ

POり，90規槻S護θδ0妨’var．儂S々〃㈱
磁7θκ4ゴ〃ZOプ1》乃0！θカ’ε

身’乃7z4〃～αηcθρs

Gナα〃露πθ0θsp．

ゐαρsαπα　海z｛〃z／1’s

3θ424〃z63〃δ旅η‘〃～

ノ7’∫θπ∫伽var。∫ρ0π’侃θα

〃ゴC70S’θ9’κ〃Z〃伽毎～θ2槻var．ρ04y3燃伽‘〃2

み〃Zα‘鎚∬職‘svar．486ψ’θ〃S
Oθπαπ’乃8ノα〃απ’‘α

ノκ87歪∫　4θδゴ1ゴs

磁74α〃zノπβ　3cκ’α’ζτ

POイァgOπZ‘〃3π歪ρρ07～θπSθ

勲π～〃ZOκ♂Z4ε　σκε1ρθθγ’θη3ゴ3　var．9♂αδ召ノ・

ノ）1～π’α7ゴs　α7κπ4〃zσα～α

通し番号
調査番号

言糊査勾三月日

海抜榔
言周査薩『程1

高木層の高さ
．齎木口の植被率
・低オく震｝の薦1さ

低木層の植被率
望葦二本層のi葛さ

ユ闇オく1擬の堰：直被率

出現種数

群落区分種
　　ジャヤナギ

その他の種

　スイカズラ

　エノキ

　クロガネモチ
　ハゼノキ

　ネズミモチ
　ナワシロイチ：ゴ

　ノイバラ

　セイタカアワダチソウ
　　　　　　　ゆ　　ゆ　ヤェムクフ
　　トボシガラ

　ナルコスゲ
　スギナ

　ノブドウ
　ゴウソ

　ウナギツカミ

　アゼナルコ
　　ミソハギ

　イネ科の一一・種

　ヤブタビラコ
　コモチマンネングサ
　ノハナショウブ
　アシボソ
　イ

　セリ

　オオジシバリ

　オオバタネツケバナ
　　　　　ぢ　　　　　　　　ケ

　ヤノ．不クサ

　キツネノボタン

　クサヨシ

霊周査土也：Fundorte　von　Laufende－Nr．1：】＝）oi－danchi，

調査者：Laufende－Nr．1：von，　Y．S．，　KS．　u．　T。K．

Stadt　Fukuoka福岡市土井団地

B－2
　S

S
S
S
S
S
S
S

K
K
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K
K
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K
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’78
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　　Phot．5．ジャヤナギ群落（癩醐市土井）
3α〃κθγ’ooαアρπ一Gese1王schaft（Doi，　Stadt　Fukuoka）

10．ヨシ群落（Tab．9）
　P加α9雁オ8s側s〃α♂∫s－Gesellschaft

　（i）　相観。抽水植物群落6

　（｛｛）　群落形態。比較的流れのゆるやかな誤想や湖沼の瑚辺部などにみられるヨシの優占する抽水

樋物群落Wasserpflanzengesellschaftは，構成種も1～5種と少なく，ヨシのみに特徴づけられ，

ヨシ群落にまとめられる。水深0～50cm前後の水田放棄地，運河沿いにも繁茂がみられる。群！6の高

さは1．5～1．7mで，植分によって1mの1・＝本第2／“｝を区分することもrlT能である。

　（iii）　群洛分布。福剛L末部の沖積低地，河川，湖沼に広く！l　fl’がみられる。河／llに沿って細長い

生育域をもつものから，放棄水閏全域がヨシ群落へ遷移しているものまでみられる。

　（iv）　鮮落区分。ヨシ群落は，ヨシクラス　Phragmitetea　Tx．etPi《sG．！942　にま

とめられる抽水植物群落の一輪イブであり，日本各地で．一般的にみられる植生でもある。

　（v）　群落似全・利用。ヨシ群～6は，ウキヤガラーマコモ群集，ヒメガマ群落などと巨水植物群落

として，河川や湖沼の水質浄化，流水の物理的減速など河川の環境保金に多様な機能を果してきてい

る。しかし，最近の河川改修により玩防の熱熱的強化がみられる潮繋，水質浄化を始めとするミ水生

植物を使った河川の多面的環境保全・浄化機能．の低下がみられる。
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Phot．6．ヨシ群『落（福周丁1了來区）
　p加αg規露θ∫ακ5彦アα〃s－Gesellschaft

　　（Higashi－ku，　Stadt　Fukuoka）
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　　　　　　　　Fig。12．ヨシ群落断面模式

Vegetationsprofil　der　Pんγα9アπ〃θ3α～‘3〃θZ’s－Gese11schaft

　　　　　1．　ヨシ　　　　Pん野α9解πθSακ∫かη々∫

　　　　　2，　アゼスゲ　Cα解κ〃昭ηδθ78ガ
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　　Tab．9．ヨ　　シ　群　．落

p〃θ8〃2露θ∫ακs〃σ々s－Gesellschaft

　Laし正fende－Nr．：

　Da撫m　d．　Aufnahme（178）
　GrdBe　d，　Probefl饒che（〃～）：

　H6he　d。　Krautschichト1（c識）：

　Decku鷺g　d。　Kraustchichト1（％）
　H6he　d．　Krautschicht－2　（cr鼠）：

　Deckung　d．　Krautschichト2（％）

　Artenzah1：

Trennart　d．　Gesellschaft：

　P乃プα8吻〃θsα～‘3〃α1’5

αシθκ∫cαろア加〃α

Cσγα飾躍z6θγ9々

ノぞ03αεσ∫0んZげ漉ω2α

SO1毎σ80σ」々∬∫〃2α

POり，90η～‘規ノαρ0η2α6初

通し番号
調査年月田
調査面積

草本第1層の高さ
植被率

草本第2願の高さ
雛被率

群落区分種

　ヨシ

その他の種

　シオクグ

　アゼスゲ

　テリハノイバラ

　セイタカアワダチソウ
　シロバナサクラタデ

K－1

K－2

K級
K－2

K－2
K：一1

K－2

1 2 3

10．23　10．21　10．23

15　　6
150　160
80　　80

1　　2

5。5

o

●

●

o

・

●

6

170

20
1

80
5

5・4　2・3

。　　　一ト

十

●

o

o

o

調査地：Fundorte　von　Laufende－Nr．！，3：Shiohama，　Higashi蛍u，　Stadt　Fukuoka福岡市刺Σζ汐浜

　　　in　2：Tajiri－Mizuzaki，　Stadt　Fukuoka福岡市田尻水崎
調査者：Laufende一翫．1，3：von　KS．，　L．M．　u．　M．N，，2：von　A．M．，　KS．，　L．M．　u，　Kat．

●

5・5

1。2

『．
p－

11．　ウキヤガラーマコモ群集　（Tab．10）

　ScirPo　fluviatilis－Zizallieturn 1atifo】iae
　（i）　相観。抽水植辱勿群落。

　（ii）　群落形態。　ウキヤガラーマコモ群集は，河川の中流以下で流れがあまり速くない水辺に生育

する。高さ50c田のマコモが被益・此度4・4で繁茂する。1＝Li現前数が10種で，その多くがヨシクラスの

構成種でもある。

　（iii）　群落分布。糸賀郡前原新｝三iliで雄工生調査資料が得られており，生育面積はせまい。植生図では

同じ抽水植生のヨシ群落と同一一ノくし例で示されている。ll】本各地のヤブツバキクラス域，ブナクラス域

の河州などの流水沿いに小面積であるが，帯状に生育がみられる。

　（iv）　群落動態。流水沿いの草本植生であり，ヨシ群落と類似の生育形態を示す。

　（v）群落区分。　1地点で資料が得られたにとどまるウキヤガラーマコモ群集は，MIYAWAKI　U。

OKUI）A　1972により以下の上級単位へのllり量属が明らかにされている。

　　ヨシクラス　Phragmitetea　Tx，etPRsG．1942
　　　ヨシオーダー　Phragmitetaha　Tx．etPRsG．1942

　　　　ヨシ群団　PhragmitionW．Koα11926
　（vi）　群落保金・利用。三水植物群落であるウキヤガラーマコモ群集は，水質浄化などの機能があ

るが，現在では生育面穣がせまく，細長い線状または帯状にみられるにとどまる。
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Scirpo
　　　　Tab．10．ウキヤガラーマコモ群集

fluviatilis－Zizanietum 1atifoliae

　Laufende－Nr．：

　Datum　d．　Aufnah鵜e：
　Gr6Be　d．　Probef1盗che（〃凄2）：

　H6he　d．　Vegetation（cm）：

　Deckung　d．　Vegetation（％）：

　Artenzahl：

Kenn－u．　Trennarten　d．　Ass。：
’z勲ゴ擁…～厩⑳1ぎα

　P加69〃zμθsα～‘s〃α1ゴ∫

Begleiter：
　．肋θ彦∂桝α々θ∫s盈

　βθoん〃ηノ2πゴαsygゴ8αc乃％8

　．4JoρθαげZ‘∫α8（1κα」ゴS

　1）0砂9ωπ4〃3勿470ρゆθr

　C召γ伽〃2魏θ∫19κz40sα

　ムθ87s躍sのゆ耀々α

　〆1COアZ‘50σ1α彫Z‘s　var．θπg～4S如’～‘3

　y6γ0海。α～4／Z4Z‘♂α’θ

通し番号
調査年月日

調査郷積
植生高
植下率
出現種数．

群集雨露種および区分種

　マコモ
　ヨシ
随伴種

　イボクサ
　カズノコグサ
　スズメノテッポウ
　ヤナギタデ
　タネツケバナ
　サヤヌカクサ
　ショウブ
　カワジシや

調査地：Fundorte　von　Laufende－Nr，1：Maebara－Shinden，　Itoshima－gun糸島郡前彦蛋新田．
調査者：Laufende一興r．1：von．　S。O。，　Y．S，　u，　T．K．

　1
5．13

　8
50

70

10

4・4

1・2

2・2

1・2

1。2

1・2

1・2

1・2

1。2

十

12．　ヒシ群落およびオニバス群落　（Tad．11）

　lr7αρσブαρ01¢ガ。α一Gesellschaft　und　1『κり，αZ6ノθ70κ一Gesellschaft

　（i）　相観。浮葉冷物群落。

　（ii）群落形態。日嗣，福岡市博多区板付の小池地で浮葉植物ll羊落の植生調査資料が4地点得られ

ている。ヒシ群落は，ヒシの他に構成種を伴わない純群落である。植被率は70～80％である。オニバ

ス群落は，オニバスが優即し，他にヒシを構成種にもつ。オニバス群落の植被率は65～80％である。

　（ili）群落分布。ヒシはアカバナ科の1年生草本植物である。北海道，本州，四国，九州の池や沼

地を中心に分布する。オニバスはスイレン科の多年生華：本工物である。1ヨ本における分布は宮城県以

南の池沼である。

　（lv）群落動態。ヒシ，オニバスは渇水がなく常時冠水条件下にあって，底質が軟泥腐泥でおおわ

れている池，沼に生育している。

　（v）　群落区分。　ヒシ群落とオニバス群落は，博多区板付の池で，水深によって住みわけているの

が観察された。ヒシ群落は，現在のところ，ガガブターヒシ群集（宮脇他1977）に近い群落断片と

判定される。ヒシ群落の所属する上級単位は，ヒルムシロクラスPotamogenetea，ヒルム

シロオーダーPotamogetonetalia，　ヒルムシロ群団Potamogetonion
eurosibiriciである。オニバス群落の群藩分類体系上の位濁は不明である。
　（vi）　群落保全・利用。ヒシ群落およびオニバス群落の浮葉植物群落は，水質の寓栄養立地に生育

している。したがって，淡水産の魚類などには，良好な棲息場所をともなっている。しかし，最近で

は都市化，産業立地造成などの人為的な圧力によって，都市周辺部の池や沼は次第に埋め立てられて

いる。



35

　　　　　　　　　　　Tab．11．ヒシ群落およびオニバス群落（浮葉植物群落）
　　　　　　　　　Tプπヵαブαメ》01z／oσ一Gese11schaft　und　Eε〃ッα！θ〆壱γoκ一Gesellschaft

　Laufende－Nr．：　　　　　　　　　　　　　　　　通し番号　　　　　　　　　1　2　3　4
　Datum　d。　Aufnahme：　　　　　　　　　　　　　　調査年月日　　　　　　　　　1978．10．20
　Gr6Be　d．　Probefi溢che（，π2）：　　　　　　　　　　　　　　言1司査面積　　　　　　　　　　　　25　25　25　25

　Deckung　d，　Vegetation（％）：　　　　　　　　　　植生の植被率　　　　　　　　70　80　80　65
　Ar⑱阜zゆ些；．．．　　．一．一．．．．、、、　　、　　　　．　　　　　　　」亘理痩数．．．．　　　　　　　　　　1　　1　　2　　2

Tr聞照嬢d乳Gesellsch．：　　　　　　　　　　　　　群落区分種　　　　　　　、一
　：r7α♪αブ訟ガ。フz記α　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒシ　　　　　　　　　4・4　5。5…1・2　1・2

Tre隆馨些、φ．βesellsch，：　　　　　　　　　　　　　　群落区分種

　＆”つ2σ1θ∫θ7∬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オニバス　　　　　　　　　・　　・r4・4　4・4：

調査地：Fundorte　von　Laufende－Nr．1－4：Itazuke，　Hakata－ku博多区板付
調査i者：Laufende－Nr，1－4：von　KS．，　H。H．　u．　A．Y．

B．代償植生Ersatzgesellschaften

　13．　ナナメノキーアラカシ群落　（Tab．12）

　　　1」8κo配πθπsガs－Qκ070π∫8Zα多κα一Gesellsc1ユaft

　（i）　相観。常緑広葉樹の高木林，姫高木林。

　（ii）群落形態。編岡市北東部およびその周辺域に生育する二次林は，大部分が常緑広葉樹林であ

り，アラカシが優占する林分はナナメノキーアラカシ群落にまとめられる。

　ナナメノキーアラカシ群落は，太宰府町連歌屋，篠栗（福岡市）で植生調査資料が得られ，高木林

あるいは亜高木林で3～4層構造をなす。連歌廃の林分は高さ9mの（！臣）高木層にアラカシが優噂

しており，篠粟の林分は高さ15mの高木第ユ層にアラカシが優出している。ナナメノキーアラカシ群

落は，同じ常緑広葉樹の二次林であるバクサンボクーマテバシイ群集との区分種としてアラカシ，カ

ブダチジャノヒゲ，シュンラン，ナナメノキが生育する。構成種の多くは，ピサカキ，クロキ，テイ

カカズラ，モチノキ，ヤブコウジなどヤプツバキクラスにまとめられる常緑植物からなる。出現種数

は25～32種である。

　（iii）　群落分布。ナナメノキーアラカシ群落は宇lil岡市一帯に広く生育する常緑広葉樹の二次林であ

る。かつて伐採されたり，間伐や人の侵入などにより入為的羅乱を少なからず受けている林分であ

る。ナナメノキーアラカシ群落など常緑広葉樹の優占する二次林はヤブツバキクラス域の温暖臨海域

を中心に生育し，九州などのより温暖な地方では広く生育しているのがみられる。

　（lv）　群薄動態。ナナメノキーアラカシ群落はバクサンボクーマテバシイ群集同様に，ミミズバイ

ースダジイ群集，イノデータブ群集などヤブコウジースダジイ群団にまとめられるヤブツバキクラス

林を潜在自然植生とする立地に生育する瓢次林である。

　（v）群落区分。ナナメノキ～アラカシ群落は福岡市一帯では相観的に特徴のある林分である。立

地条件，人為的羅乱の程度などによりさまざまな種組成，群落構造のものが含まれ，群集単位の決定

にいたらなかった。しかし，上級単位は以下に所属する。

　　ヤブツバキクラスCamellietea　jaPollicae
　　　ヤブツバキオーダー　Camellietalia　laponicae
　　　　ヤブコウジースダジイ群団　Ardisio－Castanopsion
　（vi）　群落保全・利用。ナナメノキーアラカシ群落は，自然植生であるミミズバイースダジイ群

集，ムサシアブミータブ群集に準じて，環境保全，環境形成の多面的効果が期待できる。
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　網．　バクサンボクーマテバシイ群集　（Tab．12）

　　　Viburnum　lapollicum－Pasania　edulis－Ass．
　（i）　相観。常緑広葉樹の高木林，亜高木林。

　（ii）群落形態。ナナメノキーアラカシ群落と同様に常緑広葉樹の優兆する二次林である。植生調査

資料は二丈町佐波で得られており，高さ12～14mの高木林でマテバシイが優占している。ナナメノキ

ーアラカシ群落と同様にヤブツバキクラスの僧緑植物を林内に混生する4居群落である。とくに，高

さ3～4mの低木層にヤブツバキが高い植被で生育し，草本層は麺被率が5～10％でテイカカズラ，

ツワブキなどの生育がみられるにとどまる。バクサンボクーマテバシイ群集は標徴種および区分種と

してマテバシイ，スダジイ，ハクサンボク，ヤツデの生育がみられる。ハクサンボクーマテバシイ群

集は，マテバシイの生態からより乾生立地，貧養立地，人為的撹乱が著しい立地を中心に生育」或をも

っている。

　（iii）群落分布。かつては積極的に植栽されたとの報告もある（宮脇他1979）マテバシイ林は，現

在では北九州の臨海域を1二い心に生育している。相観的にはマテバシイの樹冠が，林冠を厚くおおうた

めナナメノキーアラカシ群落と同様に，林床植生が著しく貧弱である．

マテバシイ

@〆▽末節＼ だ’

ﾄ　コ

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

ソ
タ隣 　　し

@（
ρ　・5『

「G

ヨの　膠

／へ

W
KO．

11 2　　2　　232　4　　　　　　　　　　　　2　　　　6　　1

　2　／ユ／

742　2

B．1

14rn

80％

B，2

9m
lO％

S

3m
70％

，10％

　　　　　　　　　　　Fig．13　バクサンボクーマテバシイ群集断面模式

　Vegetationsprofil　derViburnum　laponicum－Pasania　edulls…Ass．
1：ヤブッバキ　Cα襯91”αブαρ01～’cα　　　　　　　　　5：ベニシダ　　　∠）1ッoρ’θγおθ1ッ漉アoso〆α

2：マテバシイ　Pαsα卿αε4z漉∫　　　　　　　　　　6：ヤブコウジ　　ノ1プ漉s毎ブ彰》o癖6θ

3：ナキリスゲ　Cα紹κ1碗如　　　　　　　　　　　　7：ツワブキ　　　恥がκg勿吻ゴαρo卿。μノπ

4：スダジイ　　Cβs∫α1ωρs’scz43力耀α’αvar．∫∫θδo♂4々　8：ヒメユズリ．ハ　エ）αρん12’ρ妙”z♂籾’爾3溺α13〃”
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　（iv）群落動態。表届土が流出した貧養，乾生立地では，バクサンボクーマテバシイ群集が比較的

ながい期間にわたって持続群落を形成する．また，用材供給のため間伐などをくり返すことによって

も萌芽林として持続する。

　（v）　群落区分。ハクサンボクーマテバシイ群集は，二次林であるためにハゼノキ，アカメガシ

ワ，カラスザンショウなど夏緑広葉樹を混生するが，ヒサカキ，ヤブツバキ，クロキ，ヤブニッケ

イ，トベラなどヤブツバキクラスにまとめられる常緑広葉樹を主な構成種とする。したがって，以下

の群落体系に上級単位が所属する。

　　ヤブツバキクラス　Came1Hetea　japo難icae
　　　ヤブツバキオーダーCamellietaha　laponicae
　　　　ヤプコウジースダジイ群団　Ardisio－Castanopsion
　（vi）鮮落保全・利用。バクサンボクーマテバシイ群集の優占種であるマテバシイは，街路樹とし

て並木植栽がされている。しかし，街路樹としての植栽であっても，単襲的植栽にとどまらず林床に

ピサカキ，トベラ，シャリンバイなどの低木類の寄せ植えを行って，生きた緑としての機能を十分果

せる方策が望まれる。

　　　Phot．7．ハクサンボクーマテバシイ群集の林内相観（二丈町）。

　　　　　　三内の構成種の大部分が常緑広葉樹である。

Innenansichtder　Viburnum　japonicum－Pasan玉a
edulis－Ass。　Der　Decku鷺gsgrad　der　immergranen　Laubbaume
i臓der　Bodenschicht　ist　hoch（Nijo－cho），
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15．コナラ群落（Tab．13）
　（；｝κθフ’oκs　sθ7γαオα一Gesellschaft

　（i）　相観。夏緑広葉樹の高木林，亜高木林。

　（ii）　群落形態。植生調査資料は大宰府町大野から得られており，夏緑広葉、樹のコナラが優占する

構林である。高さ8mの高木暦にはコナラが二度・群度5・4で生育し林冠を形成している。他に，ネ

ジキ，フジ，ピサカキなどを混生している．高さ2m，門門率が60％の低木層にはネジキ，エゴノキ

など夏緑広葉樹とピサカキ，イヌツゲ，モチノキ，ネズミモチ，ヤマモモなど常緑広葉構，そしてメ

ダケが50％以上の植被率で門内に繁茂している。高さ0．5m，植被率が30％の草本層は常緑および夏

緑広葉樹の幼木の他にシラヤマギク，ヤマスミレ，ナツヅタ，ノガリヤス，ホウチャクソク，ヤマハ

ッカ，オケラ，ワラビなどの生育がみられる。このコナラ林は，コナラ，ネジキ，フジ，エゴノキ，

シャシャンボ，コパノガマズミ，ヒカゲスゲ，ナツヅタを区分種とするコナラ群落にまとめられる。

出現種数が32種である．

　（iii）　群落分布。福岡付近の臨海部に生育する二次林は大部分がナナメノキーアラカシ群落，バク

サンボクーマテバシイ群集など常緑広葉樹の萌芽林であり，夏緑営’葉樹林を形成することが少ない。

生育する夏緑広葉樹林も，アカメガシワーコナラ林，コナラーアラカシ林など混生林が多く，ヤブツ

バキクラス種下の混生が多いのが特徴となっている。コナラ群落にまとめられる夏緑広葉樹の二次林

は，日射量の比較的少ない北斜面，谷状地を中心に盤育している。

　（iv）　群落の動態。コナラ鮮落は，九州の内陸域，海抜500　m以上，本州のヤブツバキクラス域に

生育する夏緑広葉樹の二次林（クヌギーコナラ群集，クリーコナラ群集他）と比較して，イヌシデー

コナラ群団，ミズナラーコナラオーダーの種にまとめられる夏緑広葉樹および夏緑広葉構と結びつく

種の生育が少ない。反面，立地の潜在白然植生の構成種であるヤブツバキクラスの種の混生が多いの

が特微である。したがって，林冠は夏緑広葉樹のコナラが優占しているが，林内はナナメノキーアラ

カシ群落など常緑広葉樹の二次林，萌芽林とほぼ同質の種組成，構造である。したがって，コナラ群

落は放観すると，比較的短期間で～鷺緑広葉樹林へ遷移する。

　（v）群落区分。コナラ群落は，人為的影響下に持続している二次林で，以下の上級単位に所属す

る群落単位の断片霞勺なものとされている。

　　ブナクラス　Fagetea　crenatae
　　　コナラーミズナラオーダー　Quercetalia　serrato－grosseserratae

　　　　イヌシデーコナラ群撤iCarpillo－Quercion　serτatae
　（vi）　群落保全・利用。　コナラなど夏緑三三撰の優冒する林分は，日本各地に広く生育がみられ

る。しかし，その構成種を，裸地などの緑の形成に積極的利用されていない。むしろ外来樹種のボ

ブラ，ニセアカシアなどの方が活用されている。しかし，緑の持続姓，安定性という点からは，コナ

ラ，クヌギ，アベマキなど郷土種の夏緑広襲樹の積極的，多1血1的活用が望まれる。
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　　　　　Fig．14．コナラ群落断爾模式
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　　　　　Phot．8，コナラ群落（太宰府町大野）
Qκθ70z，s　36〃認σ一GeseHschaft　mit　Qz‘θアα4∫sθγアα∫α，　R加404θπ4701z々αθ班が6ア1，

πβκoプθノ襯如，1「～〃ッαゴαヵ。η～co，　S），〃ψ1000s々κ配。．（Ohno，　Dazaifu－cho）



　Tab．13．コナラ群落
Qz‘θκz6s　sθγ7認α一Gesellschaft

　Laufende－Nr．：

　Datum　d．　Aufnahme　C75）：
　Grδ8e　d．　Probeflache（1π2）：

　Meeresh6he（m）：
　H6he　d．　Baumschicht（：n）

　Deckung　d．　Baumschicht（％）：

　H6he　d．　Strauchschicht（m）：

　王）eckung　d．　Strauchschicht　（％）

　H6he　d．　Krautschicht（rn）：

　Deckung　d．　Krautschicht　（％）：

　Artenzahll
Trennarten　d．　Gese11shaft：

身0伽0ひα1ぴb〃αvar．θZ！ゆ’渉Cα

WピS彦8γfθノZOγ∫ゐZ躍（1α

S砂γακブαρ07Z／Cθ　　　　　・

伽coゴηお‘〃z　67αc’θα’3二〃z

γ狛κア規‘〃3θ70sκ〃～f．カz‘1～o’α’～‘〃z

αアθκ　如π0θ0♂α’α

勲π乃θπ00’SSκS〃’α‘Sρゴ4α如

Artend，Camelhetea
　E脚ツαゴαρ0π2Cα

ノ～θκoノ’6μ〔τ～1β

ノFJθκ〃z’θ97α

S鳴鏑鉱0π劾んθκσ力友y1♂α

japonicae：

　ゐゴ8κS’7μ〃～ゴαρ07π（1彦‘〃Z

　ノ知4」3如ノθメ》0露ゴαZ

　而・ア’oα7κδプα

　Sy〃Zρ♂ooos々4C匿4潔

　0助ゴoρ080πノαρ01zゴα‘s　var．　cαθ∫舛03κs

Begleiter：
　ノ＝ソθJoゐ！85’露3　5’規0ηガ

　Rぬ0404θノ34ア0πたαθ〃Z劾2ア∫

ノ生s’θ7　ε6σδθア

PO砂80πα加η040雇麗〃z　var，力伽卵0π‘〃3
∠、0ηノ6：9解ブμメ》0／ZノαZ

勲θ4θア’α　∫0απ4θπs　var。〃¢α’γθ2

P’θ〃伽〃ηθα‘π∫ηZ‘綱var．！α’まZ4Sα〃Z4アπ

ノ1’η70≠ア104βSノ〃ρ0ノμ6μ

」｝）zθo〃απ’乃％sカ．曜θ藩’‘s

．A々θ6如ケ⑳々α融

∠万∫ρ0プκ辮S8S3潔θ

ノぞOSα　澱此んZ‘アαゴαπα

α～10〃α870∫’ゴSμアz切4ノノZσ‘2θμvar．δ耀勿かつ0ん〃

P召ア’海θμ00ゴSSκS　’γ歪OZ‘Sρゴ4α’α

通し番号
言周査年月日

調査面積
海抜高

高木曾の高さ

高木心月被率
低．木麟の高さ

低木層植被率
草本層の高さ

草本屠植被率
出現戸数

群落区分種

　コナラ

ネジキ

フジ

　エ：ゴ．ノキ

　シャシャンボ

　コバノガマズミ
　ヒカゲスゲ
　ナツヅタ

ヤブツバキクラスの種

　ピサカキ

イヌツゲ

モチノキ

ムベ

　ネズミモチ
　ヤブコウジ

　ヤマモモ
　クロキ
　カブタチジャノヒゲ
随伴種

　メダケ

　ヤマツツジ

シラヤマギク

アマドコロ

スイカズラ

ヘクソカスラ
ワラビ

オケラ

ヤマハッカ
ミツバアケビ

ホウチャクソウ
テリハノイバラ

ノガリヤス

ナツツタ
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16．　スギ・ヒノキ植林　（Tab．14）

　Cη，／）オ。〃7θγ1αブσ／）oπガ6α一und　Cぬα7πα60ツ／）αプガεoδオ西∫∫α一Forst

　（i）　相観。常緑針葉樹の植林，人工林。

　（ii）群落形態。スギ・ヒノキ植林は，福岡地区のみならず1ヨ本の植林の中でもっとも広くみられ

る。スギとヒノキの植林は，混植されることもあり，同一凡例にまとめられた。今圓4地点で得られ

たスギ・ヒノキ植林の植生調査資料は高さ14～29mの林分であり，出現種数も46～99種と変動が多

い。すなわち，スギ・ヒノキ植林は植栽後の年数，下草刈りや枝落しなど人為的干渉の差異，立地条

件の相違により，相観，群落構造，種組成に幅や変動が少なくない。

　（iii）　群落分布。スギ・ヒノキ植林は，尾根筋，砂丘，低湿地などを除き，福岡市北西部に広くほ

ぼ全域にわたってみられる。植栽後2～5年はススキ，ネザサなど草原生の欝欝綾羅植物が優占し，

相観的にも二次草原といえる。植生図にもネザサーススキ群集他として示されている。

　（iv）　群落の保全・利用。用材とし’て広く活用されているスギ，ヒノキの植林は，細刊的に全山植

栽されていることも少なくない。目的とする樹種の生育，土地の潜在力の確保，立地保全などから

は，画一的なスギ・ヒノキ植林でなく，アカマツ，広葉樹のいわゆる雑木林を立地条件の差異に応じ

てたくみに組みあわせた治山施策が今後の課題とされている。

灘 譲覇

　　　　Phot．9．スギ1疸材（G斑岡市南剖≦）
C1ッρ’o〃7θノ’～σノθρoμ’‘｝α一Forst（S－Teils　der　Stadt　Fukuoka）
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17．　アカマツ。クロマツ植林　（Tab．15）

　Pが欄s4θ1¢3げ～oプαヂガノz汐‘sゴ加〃zδ078ルForst

　（i）　相観。常緑針葉樹の植林，人工林。

　（ii）群落形態。福岡市北東部およびその周辺域にはアカマツ・クロマツ植林がみられる。糸賀郡

志摩町で植生調査資料が得られている。1地点は高さ12rnのクロマツの植林であり，海岸に近い砂質

地であるため，　トベラ，ヤマモモ，ハマビワ，シャシャンボ，ナツグミなどが低木層以下に生育して

いる。また，ハゼノキが高さ8mの高木第2層に被度・群度3・3で繁茂している。もう1地点の林分

は，高さ14mのアカマツ林であり，クロマツを混生する。このアカマツ林においても高さ8mの高木

町2層にヤマモモが皆野・一度3・3で生育しているのがみられる。

　アヵマッ・クロマツ植林は，スギ，ヒノキなどが十分な生長を期待できない乾燥した立地，砂質

地，臨海域の急斜面を中心に行われている。

　（iii）　群落分布。アカマク・クロマツ植林は，クロマツを中心とした林分が雁ノ巣，海中道一帯

に，アカマツを中心とした林分が台地，丘陵部の南斜面，尾根筋にみられる。

　（iv）群落動態。アカマツ，クロマツ林は高木層に生長した林分でも80％をこえる高い植被率で林

冠を被うことは少なく，高木第2履，低木層，草本層に陽地性のハゼノキ，バクサンボク，ヤマツツ

ジ，テリハノイバラなどと，その立地の潜在自然植生であるヤブツバキラスの常緑植物種群のヤマモ

モ，ピサカキ，モチノキなどの生育しているのが特徴である。

　（v）群落保全・利用。海牛の砂丘地帯に飛砂防止林として植栽される例も多いクロマツは，汀線

側にハマゴウクラス，ノイバラクラスなどのマント群落の確保がされて始めて持続的な生育が保証さ

れる。

18．　クロマツ植林　（Tab．16）

　Pが駕‘S魏襯δ679ガガーForst

　（i）　相観。常緑広葉撰の植林，人工林。

　（ii）群落形態。クロマツ植林は，福岡市の臨海域に広く植栽されている．今翻の植生調査資料は，

志摩町の1ヵ所で得られているにとどまる。クロマツ植林は4階屑から成っている。高木第1層は葛

さ12m，植被率70％，高木第2層は高さ8m，植被率70％，低木層は高さ21n，植被率70％，草本層

は高さ0．5m，植被率30％であった。植栽林のため，林全体が集約管理下にあって，草本周は貧弱で

あった。

　（iii）植栽種の分布。クロマツの自生地は本州，四風九州のヤブツバキクラス域の沿海部に広く

みられる。植林は北海道まで及んでいる。クロマツは，海岸砂船，1麟砂死の防潮林，防風林として植

栽されている．また，縫園林，盆栽として賞用され，材は建築材，土木材として利用されている。

　（lv）群落の保全・利用。拙岡市北東部の人エ林，植林のなかで狭い面積を占めているのがクロマ

ツの植林である。宇醸岡市北東部においては，クロマツを砂丘地帯の防風林，飛砂防止林として利用さ

れており，用材として植栽するにもアカマツに生産性その他から劣る。したがって，クロマツ植林は

今後福岡市北東部において殖栽面積が増加する傾向は少ない。
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　　　Tab．15．アカマツ・クロマツ植林
P加1‘S4θη∫彰0アα一P／1～πS’加ρ2δθγ9ゴレForst

Laufende－Nr．：

Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme：

　GrδBe　d．　Probeflache（〃凄2）：

　H6he　d．　Baumschicht－1（m）：

　Deckung　d．　Baumschicht－1（％）

　H6he　d．　Baumschichト2（m）：
　Deckung　d，　Baumschicht－2（％）：

　H6he　d．　Strauchschicht（ln）：

　Deckung　d．　Strauchschicht（％）

　H6he　d．　Krautschicht　（m）＝

　Deckung　d．　Krautschicht（％）：

　Artenzahl：

Gepf王anzte　Baum：

　P〃π4∫4召％S解07β

　P’πμ3’海z〃zδθ響ゴ’

Sonstige　Arten：
　班y7ゴ6α　7zめアα

　11θκ加’θ8ア。

レ7∫δZ4ηZκ規ブαカω凄∫CZ〃η

ムゴ8初S〃κ〃Zゴαρ0済～沈’‘〃2

ノ｛1ぬ㍑s　∫ε400θ4απθα

5ン規ρJoOO3　1π0ゴ4α

P歪”03ρ0γZ4〃～’06∫アα

左～‘り7αブπρ0π記α

E1召θ00π7勿∫sy醜S師εvar．θ〃ψ！ノα‘S

Pプθ〃多παゴαρ02～ゴCα

E1αθα9πμsカκπ8’（ヨ2zs

α2〃～ごτ〃30〃τz‘〃～α〃πρ乃。アα

P〃〃～～4sゴα〃zαsαたε‘アα

Dのり海περ乃ヅ〃κ〃霧’8∫ブs〃～α1〃z∫

翫0πア〃硲α’畝‘svar．砂’θη4S

R；30404θπ4プ0η　たα9〃¢妙ガ

ノ協scαη’みκ∫　sゴπ6πs／s

ノぞOSα　ω20乃～4γ0ゴσπα

Cooα‘Zκs　oアδ’α4」α’κ∫

y∫oJα　〃～α2～4∫乃Z4ア2Cθ

∠，0ρ乃α∫海θη‘〃38γα0〃θ

α麗3如9召π9∫　ぬαo々θ1諏

、乙～4宕z‘1α　cα1》πα∫α

梅60∫πゴκ〃3　6γαc’9α’％脚

SO鋸α80加ア9ψακアθαvar．αS’α’∫Cα

∠，θSρθ4θ2αρμ0εα

∠，〃fo1ウθ　〃Z置π07

防7ゴS’87如　67日置妙δ0翻ツε

PO40Cα7ρZ‘3　規αC70ρ勿11πS

通し番号
調査番号

調査年月影i

調査面積
高木第1層の高さ
高木第1層の植被率
高木第2層の高さ
高木第2溜の植込率
低木層の高さ

低木層の植被率
岸〔オ糞層の高さ

∫算オニ層の荊直訴暑蔓

出現歯数

穣〔栽樹種

　　アカマツ

　　クロマツ

その他の種

　ヤマモモ
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Phot．10．海岸に近くの砂質の耕作畑。クロマツの生育もみられる。

　Sandige　Kultur汽cker　in　der　N胤he　der　D並ne距K登ste11．

19．　オオバヤシャブシ植林　（Tab．17）

　ノ11πκSSが幽。♂4ガαηα一Forst

　（i）　相観。夏緑高低木の植林。人工林。

　（ii）群落形態。福岡市北東部に生育するヤシャブシ林は，人工林，植林である。ヤシャブ．シ植林

は，植栽後の年数，立地条件の差異に対応して，さまざまな林分構造を形成している。今回，糸島郡

彦山と福岡市久山町久原の2地点で植生調査資料が得られた。通し番号1のオオバヤシャブシ林は，

植生の高さが6m，植被率が60％，出現忌数が21で，低木層と草本層から成り，崩壊地の斜面に植林

されている。通し番号2のオオバヤシャブシ林は，植生の高さが3m，植被率が40％，出現種数が20

で，低木属と華本経から成り，崩壊地の斜面に植林されていた。

　（iii）　群落分布。オオバヤシャブシ．配欄ss～θ6014彪κσは，カバノキ科の落葉広葉樹であり，

生長が早く，10m前後の林分に生育する。分布は，本州（関東以西，紀伊）の海岸や山地の崩壊地に

生育する。

　（iv）群落動態。オオバヤシャブシ植林は，集約管理下にあって，植栽後の年数と林葬の枝打ち，下

刈により種組成にかなりの差異がある。つまり，オオバヤシャブシ瀬林は，林内の施業方法により，

さまざまな群落構造，種組成の林分を形成している。

　（v）群落区分。植栽されたオオバヤシャブシの落葉広葉樹の生育によって区分される植分であ

る。植栽種以外には，その土地が支え得る潜在自然植生および代償植生の構成種が立地条件と人為的

干渉の程度に応じて生育している。

　（vi）　群落保全・利用。オオバヤシャブシは，崩壊裸地，砂配の保全，植生復元などに生きた構築

材料として利用されている，
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Tab．16．クロマツ植林
P腕κ∫∫乃『〃めθア8ガーForst

Laufende－Nr．：

Nr．　d．　Aufnahme：

DatUln　d，　Aufnahme：

　Gr6Be　d．　Probeflache（㎡）：

　H6he　d．　Baumschicht－1（m）：

　Deckung　d．　Baumschichト1（％）：
　Hδhe　d．　Baumschicht－2　（m）：

　Deckung　d．　Baumschichト2（％）：
　Hδhe　d．　Strauchschicht（m）：

　Deckung　d．　Strauchschicht（％）

　H6he　d．　Krautschicht（m）：

　Deckung　d．　Krautschicht　（％）：

　Artenzah1：

Gepflanzte　Baum：
　P加24s∫乃％πδ979毎

Sonstige　Arten：
2ぞ漁歌∫　sκcoθolαπθα

P∫〃0∫ρ0γ～4辮　オ0δゴプα

Mツγま。θ　ηめγα

勲γ’海6πOCゴ∫3ZfS　’γ’α‘Sカノ4ζτ！π

耳ηδ24η㍑4〃3ブαρ0π歪0κ〃～

∠，’8κ3〃郡アπゴαカ07～詫ε〃π

Eκηαブαカ0π∫Cα

£’αθα9πz‘3　1）z‘π9ε7．～s

E1α⑳Cα7加∫”10θ∫〃’3　var．8〃ψ〃α’3

盈ωπy〃諺πSブα♪0／Zピα‘S

勘θ4θ7歪α　30απ4⑳zs　var．〃2α〃6／

5夕辮ρJoOOS　12κゴ4α

81σθα8π％S2吻‘Z’解07α

∠，髭∫8αブα1》0π2Cα

Cθ1αヨ’7z4　s　o7δ’α41α’κs

Dα2り海π∫ρ乃ツ〃～〃π’θ歪ゴ∫栩ω〃τπ

γαocわzlz〃π　δγαc∫αz∫z〃κ

ノ～乃ツπCんOS彪　び0♂Zめπ’S

∬1θκ〃μθ9γα

磁γ4のZ毎ゴαS〃3’π0ゴ4θsf．9アσ耀1び’07α

1）εS〃ZO4∫Z‘〃2　Cαπ面’Z4アκ

Cン規δ’4髭‘溺90θγfπ9∫ノ

ノレノfscα鬼∫乃κs　s歪7．387z∫お

1ぞOSα　”’0みZ‘アα∫α％α

1ノεd187α　γ130〃Zδθα

五γ4ゴεゴαゴαρ0πε0α

∠，〃～0ρθρ1α砂ρ乃y〃α

PO砂90πα’κ即言10α’Z‘’η

∠，∫7／0ρ6　〃Zか～0ア

調査地：Fundort　von　Laufende－Nr，1：Shima－cho，
調査者：Laufende－Nr．1：von。　S．0．，　Y．S．　u．　TK。R．

通し番号
調査番号

言腿査年天lE1

調査面積
高木第1層の高さ
高木第1層の植被率
高木第2鰯の高さ
高木第2層の植被率
低木層の高さ
．低木層の植被率
環〔オ対謝の霞寄さ

華こオく1蕾の右直言率

出現忌数

植栽樹種

　クロマツ
その他の種
　ハゼ．ノキ

　　トベラ

ヤマモモ

ツタ

ハクサンボク

ネズミモチ
ピサカキ

ナワシログミ

ホルトノキ
マサキ

ヘクソカズラ
クロキ

ナツグミ

ハマビワ

ツルウメモドキ
ヒメユズリハ

シャシャンボ
タンキリマメ

モチノキ
クチナシ

ミソナオシ

ンユンフン
ススキ

テリハノイバラ
キヅタ

ヤブコウジ

ヤブラン
ナルコユリ

ヒメヤブラン

Itoshima－9UI｝糸島郡，志こ摩illj’

B－1

13一・2

B－2
　S

B一一2

　s

β一2

　S

　S

　S

　S

　S

　S

　S

　S

　S

　S

　S

　S

　S

　S

　S

　S

　S

K
I（

K
K
K
K
K
K：

　　1

SO
　91
　’79

　　5

　13
10x20
　21

　70
　　8

　50
　　2

　70
　0．5

　30

　30

4・3

3・3

1。2

2・2

1・2

1・2

－i．一・2

1・2

2・3

1・2

1。2

2・2

1・2

弓一・2

1。2

　一｝・・

　一．i．一

　一．｝

1・1

－i．一・2

一ト。2

　－i・・

　”i朋

　一｝一

1・2

1・2

1・2

1・2

2。2

1・2

　十
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Tab．17．オオバヤシャブシ植林
　　ノ韮1耀4s　sゴ6δoJ漉αフ短一Forst

Laufende－Nr．：

Datum　d．　Aufnahme（’79）：

Gr6Be　d．　Probef1謡che（1㎡）：

H6he　u．　Meer（m）：

Exposition：

Neigung（。）：

蕨6he　d．　Strauchschicht　（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

H6he　d．　Krautschicht（m）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Artenzah1：

通し番号
．調査年，月日

調査面積
海抜高
方位

傾斜
低木層の高さ

低木層の植被率
草本層の高さ

草本願の植被率
出現実数

　1　　2
5．13　5．13

60　40
60　115
W　　NE
25　　50

6　　3

70　90
1　0，6
20　　80

21　20
Gepflanzte　Baum：
　ノ11π麗S　S詑δ01〔距ζZ／Zα

Sonstige　ArteR：
　搬scα％∫乃κ∫　sゴπβπs／s

　勲θ4θγ匿α　SCαπ4θπs　var．溺α∫rθ’

　ROSα規κ1∫耀0γα

　孟ガθ〃露s勿　ρ7かzoθρs

　勲γα∫xθγ2s　4θπ々α41α’α

　ル血♂Jo’κSブαρ0πピα4S

　R伽4s　5ツ如θ∫’万s

　R肋6∫ブαθαη∫cα

∫ゼθ’0δ’αS勘‘S　Sゴ〃露0ノ～∫ノ

Eκηαブθカ0π～0α

P盛πκS4θ，Z∫ヴJoπZ

P乃κssツ如θs’7’s

勘π海6館00’S3κ3　〃fα‘Sρ’4α’α

OJの0乃θπ毎ゴ6ρ0πκα

∠グ3ぎ〃2α0加αノα1）0卿Cα

回石S’9γ如∫107∫δ～粥4α

〆i〃21》010ρS歪∫6アθ〃fρθ4’∫πα‘1忽α

Sρぬθπ0〃凹田SC海μの3S∫S

みyo痂0ワα1〃b々αvar．9”ψ”0α
搬η亀48歪Z〃ηゴθρ0πゴ0α

Eガ9θア0πSZ〃πα〃8η3’S

2し0πノC8ブα　ゴαρ0㍑ゴCα

yoκπg毎フαρ0πZCα

〆iプ’θ〃短3忽ノαρ0π∫Cα

C加ツ∫απ’ん8〃解団〃2α々∫πo’

ノ）0α　αC70♂θπCα

0耀Jfs　co〃万απσ’θ

Z，κZZ41αρ々〃πOSα

E2‘加’0γ加ηC勧3θ7～Sθvar。　S謝ρ〃0⑳々z4〃¢

C伽oρo伽砺6肋zθ｝zsθvar。加プ〃耀。〃‘〃～

．4970S’2∫o伽傭var．7磁σ60
ゐα0’κCα　γα4（1（ヲα，．露αvar．θ1α’ζZ

勘∫γ〃短α　び診〃OSα

糎虹栽樹

　オオバヤシャブシ
その他の種

　ススキ

　ヘクソカズラ
　ノイバラ
　ヨモギ

　ヤクシソウ
　アカメガシワ

　ヤマハゼ
　ヌノレア

メダケ

ピサカキ

ハリギリ

アカマツ

ヤマ戸部
ナツツタ

ウラジロ

コナスビ
フジ

ノブドウ

ホラシノブ
ネジキ

ツワブキ

オオアレチノギク
スイカズラ

オニタどうコ
オトコヨモギ

リュウノギク

ミゾィチゴツナギ
．カタバミ

ヌカポシソウ

ヒヨドリジョウゴ

クルマバナ
ヌカポ

ヤマニガナ
オトコエシ

S

K
K
K
K：

K
S
S
S

K
S
S

S
S
S

K
K
K
K
K
K
K
K
．K

K
．K

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

4・3　5・4

1・2

十。2

牽・2

　牽

　÷

1・2

1。2

1・2

　十

1。2

一｝一・2

　十

　十

　十

1・2

1・2

　・一i．一

　十

　一i－

　9
●

●

■

o

■

●

■

●

●

●

●

3・3

1・2

1・2

2・2

　■

o

●

o

o

■

o

●

●

●

●

　●

　●

2・2

2・2

1・2

1。2

1・2

2。2

一｛一。2

一を一。2

十。2
一｝一

『言一

十

一ト

調査地：Fundorte　von　Laufende－Nr．1：Hikoyama，　Itoshima－gun糸島郡彦lj．12：Hisabara，　Hisaya－cho

　　　　　　Stadt　Fukuoka福岡市久由Il11久原
調査者：Laufende－Nr。1：von　S，0．，　Y．S．　u。　T．　KK，2von　A．M．，　KS，，　L．M．　u．　K．T．
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20．　ニセアカシア植林　（Tab．18）

　天lo∂ガπかごzρsεκ40αoαoゴα一Forst

　（1）　相観。北米原産の夏緑広葉樹の植林，入工林。

　（ii）　群落形態。貧養地でも生長が早く，萌芽性も強いため，海岸砂丘，ボ美山の緑化木としてニ

セアカシアが植栽されている。植生調査資料が得られた糸島郡大原のニセアカシア植林は8mの林分

である。高さ2mの低木層は貧弱である。華本層は高さ1m，植被率が90彩で，コバンソウ，アオカ

モジグサ，スイバ，カモジグサ，トボシガラなどが繁茂している。出現種数は16種であった。植栽さ

れたニセアカシアは夏季を無心に白い花を咲かせる。立地本来の自然林への遷移が進みにくく，落葉

懸でもあり環境保全林としては問題が残る。

、‘

　・1

1234ユ　3253　6　14725
き鍵
　3

B－2

8rn

70％

　S
2m
20％

K
lm　90％＿

621
　　　　　　　　　　Fig，15．ニセアカシア植栽林断面模式図
　　　　　　　　Vegetationsprofil　des五loδ加忽クεθμ40αoαc如一Forstes

1：カモジグサ　　ノ1gγoρッ70π々α辮。ガ　　　　　4：クロマツ　　　　　Pカz～4s’加〃z6θア8∫∫

2：ニセアカシア　Ro6加∫θρ3θz‘40α6αcゼθ　　　5：カラスノエンドウ　聾。’σsθメ》fz〃η

3：コバンソウ　　βアたα撫α短〃’α　　　　　　　6：ヤダケ　　　　　　Psθz‘do∫αsαブαρoπfcα

　（iii）群落分布。ニセアカシア植林は，福岡市北東部では・1・面積にすぎない。海中道付近の砂丘上，

ボタ山の緑化として10数年前に植栽されたものに限られる。

　（i＞）群落保全・利用。ニセアカシア植林は，ガレ場，砂丘など貧養地でも十分な生育が期待され

るため，活用されてきた。しかし，マメ科植物特有の土地の富養化をまねき，郷土種のヤブツバキク

ラスの種など木本植物の侵入生育が極端におそい傾向がある。したがって必ずしも保全林として持続

的，将来的に望ましい植林とは評価されていない。
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Tab．18，ニセアカシア植林
Roゐ腕如ρ3θZ‘40α0αC∫σ一Forst

Laufende－Nr，：

Datum　d．　Aufnahme（唱79）：

Grδ8e　d．　Probeflache（㎡）：

疑6he　U．　Meer（m）：

H6he　d．　Baurnschicht（m）：

Deckung　d．　Baurnschicht（％）：

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

H6he　d．　Krautschicht（m）：
玉）eckung　d．　Krautschicht　（％）：

Artenzahl：

通し番号
調査年月E1

調査面積
海抜高
高木麟の高さ

高木層の槙被率
低木適の高さ

低木層の植被率
草本履の高さ

草本層の植被率
出現種数

1

5．12

25

ユ0

8

70
2

20
1

90

16

Baωnschicht（Gepflanzter　Baum）：
　Ro6漉αρ∫θ躍40ρoσ6’o

Strauchschicht：
　P加z‘s∫加〃めθγ9π

　Ez影。ノリ，〃π‘∫ブαρoπ’α‘∫

　PSθ麗40SαSαノαρ碑κα

Krautschicht：
　β7躍α〃2αズ∫〃躍

　Rκ〃Z8Xα6θ‘OSα

　、49γoρ）ア7碑γαoθ御びθγ’朔

　孟9γ0カツ70π々α初0ガ

　アθs’～κα加γび’8Jz槻α

　y／o’αεθρ伽〃2

　0刃α〃soo7πゴαπα如

　s’θ〃αガα岬襯’ゴ‘α

　SOη6肋4SO！θアα6θκ3

　ノ）0αζπア01θ♂κα

　Gα頗‘解sρκア’御触f。3’7∫90s’‘規

　．40勿rαη酌θsゴαρω～fcα

調査地：Fundort　voR　Laufende脳r。1：王toshima－gun
調査者：Laufende－Nr．1：von　S．O．，　EN．　u．　Y．M．

高木履（植栽樹）

　ニセアカシア
低木層

　クロマツ
　マサキ
　ヤダケ
草本願

　コバンソウ
　スイバ
　アオカモジグサ
　カモジグサ
　トボシガラ

　カラスノエンドウ
　カタバミ

　ウシハコベ
　ノゲシ
　ミゾイチゴツナギ
　ヤエムグラ

　イノコズチ

糸島郡

4。4

1・2

十

十

4。4

2・2

3・3

1。2

1。2

1。2

1・2

÷・2

十

呼一

十

十

21．　モウソウチク林　（Tab，19）

　P勿〃os’α6勿s加オθγooツ磁f．勿δθεoθη∫一Bestand

　（i）　相観。中i矧原産の竹林。

　GD　群落形態。福岡市北東部の沖積面および沖槙面と洪積面との接点域には小塊状にモウソウチ

ク林がみられる。筍は食用とされ，軟く肉が厚い質のために桿は家具，床柱などに広く利用され，比

較的水分条件にめぐまれた立地を中心に生育し，古くからの集落に接した形でみられる。

　（iiD　群落分布。現在は，全体として生育面積の減少がみられるモウソウチク林は，福岡に限らず

臼本列島のヤブツバキクラス域にもっとも広くみられる竹林であり，日本の田園景観，半自然景観を

構成する主要な植分である。

　（iv）　群落保全・利用。現存植生図から具体的位置と広がりとが判定されるように，モウソウチク

林は，古くからの屋敷の裏手に必ずといってよいほど発達しており，古くから筍，秤の活用，斜面保

全として積極的に利用・育成されてきた。
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　　　　　　　　Tab．19．モウソウチク林
P疫ソ〃os’α6九ソ3　乃θ如γo〔ワoJα　f．ρ～‘δθs（：β露s－Bestand

　Laufende－Nr．：

　Datum　d．　Aufnahmeぐ79）：
　Gr6Be　d．王）robefl話che　Gη2）：

　H6he並．　Meer（m）：

　ExpositiQn：
　Neigung（。）：

　H6he　d．　Baurnschicht（m）：

　Deckung　d．　Baurnschicht（％）：

　H6he　d．　Strauchschicht（m）：

　Deck：ung　d．　Strauschicht（％）：

　H6he　d．　Krautschicht（m）：

　Deckung　d．　Krautschicht：（％）：

　Artenzahl：

Gepflanzter　Baum：
　P乃ツ〃osたzo々ニソs　ぬθ∫8FOCソcJα　f，ノ＞zめθso8πs

Sonstige　Arten：

　、肋αめαブ妙013吻

　ム吻魏sθαsθγ∫oθα

　鳶8％3伽〃zブ砂。航z朔
　εy田力1060slzκ’4α
　Cθ1ごτ∫’γ3‘∫　01’δゴ。κ1π’πs

　Fゴ。％s　θγ（～6’α

　Z）’OSCOγθα　’0た0γ0

　α〃23∫わ3θπsゴ3var．ゴ妙ω～」6α

勲κんθπOCゴSSκS　’プκ～‘S1）’4α’α

通し番号
言騰査向三個日

調査面積
海鼓高
風位
傾斜・

高木層の宵さ
高木層の植女率
．低木層の高さ

・低フ1く灌｝の下直被率

単：オ藍層の濤1さ

草本こ1爵の耀［被率

出現種数

近江樹

　モウソウチク

その他の種

　アオキ

　シロダモ
　ネ．ズミモチ

　クロキ

　ツルウメモドキ
　イヌビワ
　　トコロ

　エノキ

ツタ

B
S

SK
　S

BS
BS
SK
　S

K
　S

K
K

　＝L

5．3

100

300

W
　3

12

90

　2

40

0．4

20

36

　2

5，13

400

12

80

　2

10

0．5

40

34

5・5　5。4

1・1　十・2
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Auβerdem　je　einmal　in　Laufende－Ni’．1：∫）乃y〃os’o碗ツ3δα初δz偲加4θsマダケB－1・2，　功470π86αJJ6’60〃の30sα

　　コガクウツギS－2・2，Cり，カ’o辮爾αゴα♪o，．～∫cμスギS磯・2，（葱γ6κ40Z勿加s如。妙αvar．91α6β77ゴ17㍑ミヤマカンス

　　ゲK：一2・2，Hθ」ω．320ρsεs　o7～θπ∫α〃sショウジョウバカマK－2・2，0s規’〃z4α知ρo／3／6αゼンマイK－1・2，7’γαc加Zos一

　ρθ7溺κ〃2αs～認ゴcz‘御var．加∫θプ〃2θ4∫μ〃2テイカカズラK：一1・2，ε勉’1ακブαρo海。αシオデK－1・2，　W’∫’θγ’αδ7αo勿・．

　δo耽ysヤマフジS一一ト・2，　Hθ487々ア加刑δ8αキヅタK一一｝．一，S加1ακoん〃zαサノレトリイバラK一＋，　S’θ8’π097α御規α

　カogoゴssp．彫01〃∬珈αミゾシダK一＋，／10の’力認耀。’z‘脚イロハモミジS一ト，　Sα’z〃～’oπ㍍加耀ρ勿7Z1αムベ

　S＋，P’c7αs海α4z‘α∫師of4θsニガキS一．1一，．Pπ〃㍑‘s∫ρカ．z340sαリンボクS一｝一，　Pθプs印酌z〃z6θ79だタブノキ

　S＿一｝一，　ノ11｛zπ8／z‘〃3　ヵ」ごz’αノ3加1々f〃zvar．’r∫♂oδ2ゆ〃zウリノキ　S…1．一，　勘z〃’ん忽θα　zノ’Z♂osσvar，♂α8び」∫　カマツカ

　S一＋，∠ツooρ04ゴz‘〃z　sθ7’7α’～4辮　　トウゲシバ　K一＋，7▼γゴρ∫θrosρθγ吻z‘〃zゴα1》oノ海。～‘〃zツノレリンドウ　K一ト，／1γ4ガs’θ

　ゴαρo卿6αヤブコウジK：一ト，P♂θo〃α編肋‘sか鋸θ卿‘sヤマハッカK一＋，　Coπ勿8アα規η¢θ加∫θア溺θ4如イワガネ

　　ーゼンマイ　K一＋，Pθ∫αs”6s知力01．～∫cz‘sフキ，　S〃3‘酌め力忽ガ9～’カ。煎。αシシガシラK一一ト；加2：απ7zα吻。〃zz‘御

　cα〃ψ加ノ’αクスノキB－1・1S一←，　Zθ1々。ひαs6アγα如ケヤキ・B一一ト，1）8π470メ》απακケ加読直3カクレミノS一←，

　ハ46」’ασzθ4αγα6ぬ　センダン　S一＋，　Sα〃zδ3‘o’‘s　s加δoJ4’α7短　ニワ　トコ　S一＋，　駈τ432‘7θゴαカ01ガ。θ　ビナンカズラ

　S一＋，（3♂‘61’α‘∫g1ακoαアラカシS一←，〆1メ》加ノ．露αノz酌θosρθアαムクノキS－1一，沼7α”αθ♂αごαタラノキS一＋，

　F～c～6sθア86’αvar．　sJ8∂oご4だホソバイヌビワS一一i一，0καZおcoり，〃360sαムラサキカタバミK－3。4，0カ〃s〃2碗κ∫

　襯4’‘1α’加1fz‘sケチヂミザサK－1・2，（力規脚θ♂加θoo規規z412∫sツユクサK一→一2，ル勉9／zo1’αoδo搬如ホオノキ

　K一＋，R肋‘∫s彦‘ooθ4απβαハゼノキK一÷，　Mゴcγo∫彰8〃伽知ρoηゴcz捌ササガヤK：一1・2，　P1げ♂01α6cαα海9ノ’∫cαπα

　　ヨウシュヤマゴボウKl一＋，ε0♂詔θ80α観∫S吻αセイタカアワダチソウK一ト，　ルノμ雄如ブθρ0痂6σナツフジ
　K一＋，γ∫01α　彬αノz4s乃3〃’ゴごα　　スミ　レ　K一＋，ハ4誌。α7．πんκ3　s力zoπs齢　ススキ　K一÷，∫ゼπθ”毎　陀〃zαオα　カラスビシ

　　ャクK一＋，．40妙ノ’απ酌θ3〆々Zf7～θ∫ヒナタイノコズチK一ト，飽’3如ブαρo％∫6αヤツデK：一＋，蜘〃。’z4∫ゴα1り。π．

　ゴα‘SアカメガシワK一＋．

調査地：Fundorte　vo貸しaufende－Nr．1：Nokochi，　Stadt　Fukuoka福属市野河ダヨ　2：Ichome　Nagaoka，　Stadt
　　　　　　Fukuoka精ll澗了．1ぎ畏丘1丁目

調査者：Laufende－Nr．1：von　S．O．，　Y．S．　u．　T．K，2von　Y．S．，　K。S．　u．　KT。
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22．メダケ群落（Tab．20）
　PJθゴ。δ1σs渉μs　sガ7％o痂幽Gesellshaft

　（i）　相観。常緑低木の竹林。

　（ii）群落形態。メダケ群落は2層群落である。第1履は高さ3m，植被率80％で，第2層は高さ

0．5m，二二率10％であった。メダケが被度・群度5・4で優占する竹林は，福岡市土井地で植生調査

資料が得られている。メダケ群落の構成種は15種で，メダケ以外の種は低被度（＋～1）でツル植物

のフジ，ヘクソカズラ，コヒルガオ，ツルウメモドキなどが多かった。メダケ群落の種組成が貧弱な

のは，メダケの地上部および地下部の密生生育と落葉が未分解状態で林床に厚く堆積するために，侵

入種子群に対して，発芽と生育条件をきびしくしていると考えられる。

　（iii）群落分布。メダケは東北地方南部から四国・九州のヤブツバキクラス域に広く分布してい

る。今圓，メダケ群落の植生調資料は福岡市土井地の1地点でえられているにとどまる。

　（iv）群落動態。メダケは地下でほふく茎を縦横に延ばす常緑の木本植物である。メダケ群落はフ

ロラが貧弱で，メダケ以外の種が低八斗のため，季節相の変化はほとんど見られない。メダケは，一

般に土壌が深く，地下水が移動する立地条件下に生育する。このような立地条件下ではメダケ群落は

持続群落を形成する。
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Fig，16．メダケ群落断癒模式図
Vegetationsprofil　der∫）」θゴ。δ1αs’～4s　s加20／zfかGesellschaft

P18ゴ0δ1αS’Z‘53ぎ翅0ηゴ’

0α」歪2捌s加ア伽翅f．∫’7ぎgos2雌

P6’α∫漉sブ妙。曜α‘s

Pαθ（ノθプ如S6α％4θηs　var．η霊α〃θ’

5：イラクサ

6：ヤブニッケイ

7：ヤマフジ

σ漉6α地z〃めθγ9’卿zα

απチzα’ηo規κ〃zゴαρo穿～’α朔

Wfs’θアノα加αo勿δoめ，∫
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　（v）　群落区分。今回，植生調査資料が得られたメダケ群落は，メダケ1種によって，他群落から

区分される。現在，メダケ群落は，植生学的群落体系上の位置が明らかにされていない。

　（vi）　群落の保全・利用。メダケ群落は河川沿いや屋敷，畑の周囲などに植栽されていることが多

い。水辺の保金や生垣としての利用が可能である。

　　Tab．20．メダケ：群落
P1θノ。δ彪曲‘s　s加zoノ♂かGesellschaft

　Laufende－Nr．：

　Datum　d。　Aufnahmeぐ79）：
　GrδBe　d。　Probeflache（　　2ηz）：

　H6he廿．　Meer（m）：

　Exposition：

　Neigung　C）：
　H6he　d．　Krautschichト1（In）：

　Deckung　d．　Krautschlc鼓t－1（％）：

　H6he　d．　Krautschicht－2　（rn）：

　Deck：ung（1．　Krautschicht－2　（％）：

　Artenzahl：

Trennart　d．　Gesellschaft：

　P！8∫061α∫’κ3sf〃10ηゴゴ

Begleiter：

　R肋∫sブα搬〃κα

　Wゴ∫彦θノ勿∫10γめz〃z4α

　Pα64層目ゴαSCθπ4θπ∫va1・．〃躍〃θノ

　So〃磁goα♂海∬ゴ初α

　M’sc磁π加‘s∫’7～θπs’s

　cαJys’68・如加4θ耀。θα

　Gα1ゴz護脚∫1＞！〃’ゴ～‘吻f．3加gosκ規

　Cθ如S’η6∫0アδノα61α”‘S

　Pどθノづゴ匿～‘〃1α9μ漉ノz2‘〃7　var．傭’κ∫c∂‘々‘〃7

　ム03ρ04θ2θ加‘θ796〆1

　Z：ツs〃πα6履αゴαρoπぽ6πf．∫κδ∫θ∬〃’∫

　∫）0αα6アoJθZκ〃

　Tor漉∫ゴαρ01～露θ

通し番号
調査年月日
調査面積
海鼓高

方位
傾斜

草本第1層の高さ
草本第！層の植被率
草本第2層の高さ
草本第2層の植被率
ほ1現種数

群落区分種
　メダケ
随伴種

　ヌルデ

　フジ
　ヘクソカズラ
　セイタカアワダチソウ
　ススキ
　コヒルガオ
　ヤエムグラ
　ツルウメモドキ
　ワラビ
　キハギ
　コナスビ
　ミゾイチゴツナギ
　ヤブジラミ

調査地：Fundort　von　Laufende－Nr．1：Doikita，　Stadt　Fukuoka福岡．市土井北
調査者：Laufellde一・Nr．1：von　Y．S。，　KS．　u．　T．K：．
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　23．　メガルガヤーススキ群集他（ススキ」￥・：原）　（Tab．21）

　　　Themedo．一Miscanthetum　sinensis　u．a．（ハ〃s6αフz〃沼s
　　　s加θπsガ3－Wiesen）

　（i）　相観∩多年生草本植物群落，二二次幕原。

　（ii）　群落形態。福岡を始め北九少1’1でもっとも代表的な二次病原がススキ第原である。今回植生調

査資料が得られたススキ・！ギ・：原はメガルガヤーススキ群集と，Itow　1974，宮脇他1975他によりすでに

報告されているネザサーススキ群集にまとめられる。二丈町唐島（糸島君｛‘）で今回植生調査資料が得

られたメガルカヤーススキ群集は，メガルガヤを欠くがツボスミレ，ススキ，モミジイチゴ，ヒヨド

リバナ，ヤマハギ，メドハギ，アキノキリンソウ，トダシバ，ヌスビトハギ，コボタンヅルなどスス
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キクラスの種が生育することにより標徴，区分される。群落の高さは秋季の穂をつけている時期で優

占するススキの高さ1．5mにたつしている。

　（iii）群落分布。メガルガヤーススキ群集，ネザサーススキ群集などトダシバーススキ群団にまと

められる二次草原としての，ススキ草原は，福岡市北東部の伐採あと地，小斜面などを中心に小面積

で各地に多くの植分がみられる。

　（iv）群落動態。二次草原であるススキ草原は伐採跡地，耕作放棄地などに遷移の途中相として猛

育するものが多い。したがって，相観的には同じススキ草原であっても種組成は立地条件，人為的干

渉の質と量などに応じて変化が多い。一侍的にセイタカアワダチソウの優占する植分もみられる。

　（v）群落区分。二次草原としてのススキ草原の群集単位は，アズマネザサーススキ群集，ノハナ

ショウブーススキ群集などについて多くの報告が発表されており，以下の上級単位にまとめられる。

　　ススキクラスMiscanthetea　sinensis
　　　ススキオーダーMiscanthetalia　sinensis
　　　　トダシバーススキ群団Arundinar｛o－Miscanthion
　（vi）群落保全・利用。ススキ草原は日本でもっとも代表的な草原である。断片的，小爾積なもの

も含めれば各地でみることができる。田園景観を構成する主要な華原植生である。裸地を放置してい

ても侵入，生育して斜面保全等の機能も果している。しかし，最近の道路ノリ面を始めとする草本植

物による緑地の形成には，外来牧草が多用されている。郷土種であるススキ，そしてススキクラスの

種群の積極的な利用が好ましい。

　　　　織
。　灘嚢

鍼

　　　　　肝．三舞

羅

　　　　　　　Phot。11．メガルガヤーススキ群集（糸島郡二丈1町）

Themedo　Miscanthetum　sinensis（Nilo－cho，ltoshima）



54

　　　　　　　　　　　Tab．21．メガルガヤーススキ：群集

Themedo－Miscanthetum　sinensis
Laufende－Nr．：

Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme（1978）

　Meeresh6he（ln）：
　Gr6Be　d．　Probefl盗che（1π2）：

　H6he　d．　Vegetation（m）：

　Decku爲g　d，　Vegetation（％）：

　Artenzah1：

Ke狐一u．　Trennarten　d．　Assoziation：
　」1協soα，πぬκs　sゴπβπ∫∫∫

　Eゆαオ0吻〃ZO勧溜ZS8　var．　S’〃ψ〃Cの」’Z‘〃1

　　1／∫0♂α　〃θ7θ0κ％4α

Kenn－u．　Trennarten　d．　Verb．，　OrdR．　u．　Klasse：

　Zン83ρθ482冴加6010プf．θα4’加〃θ

　みン∫∫〃Zα0乃如cJθ’乃70248S

　εoJ漁90雄8甑α多‘7θαvar．θS’磁Cα
　ノ47κ7z4カzε〃α　乃’ア’θ

Begleiter：
　〆玉γ’θ〃蕗s∫α　メ》ア」πcθカ∫

　ノ4アα〃θ　00プ4α’α

　nz64θプξα　S6απolθノZ3　var．　規αノノ’θ’

　C伽ツ∫磁Z弟β〃ZZ‘僧職αんゴ730∫

　ノ～τめ露∫加」〃剛Z∫∫var．00ρ’0助y〃診6S

　z）彦‘籾αs’α　彦π〃3cα’α

　ムθsρ召4θ9αα〃zθα如

　s”εア々α　6’〃2αα‘」α’α

　αθ脚ごゴsαμ⑳磁var．δ勘・ノ～磁
　Z）θS〃204歪κ〃～0ηρ乃y〃3‘〃Z

　P如η！θ80αS如々0α

　yぎoZα9ηρ00θγαS

　I）κの’αγ’α　Joδσ’α

　η’ρρz〃ゴsoz〃8πγゴs

　Coη．～μs　coπ’ア。〃召7sα

　50プ0ρ海ε41αγ’α4κρ々Cα’OSθアr認α

　0カ〃∫〃381π‘3♂‘π4～‘1α’吻1ノπs

　〆iZδ’忽’αゴκ〃6rゴ∫s〃’

　∬〃彦♪αがθπ3’θκご0プガ

　β0θ海鳴θ7’α　101Z9∫ερぽ6α

　〆1c加アαπ’ん8s惚露アゴθ’

　DゴOSOOアθαゴα1》0π∫0α

　∠）ゴOSCO76α　’0た0ノ’0

　1（κ纏〃Zθγ0〃～α　S’ア～ζZ’α

　0躍s〃z8ππ∫κη4彦∫」α’施痂‘3　var．ブ妙。η’6εf∫

　06μ’廓μ　oアθηα’θ

　1ヒ％δ～α　σんα鉱θ

　S如C1～yz‘π‘SρプσθCOκ

．通し番号　　　　　　　　　　　　　　　　　1

調査番号　　　　　　　　　　　　　　　　　A

言周査月日　　　　　　　　　　　　　10
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21

海抜高　　　　　　　　　　　　　　　　　480
言周二面聴il　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lo　x　10

植生の古さ　　　　　　　　　　　　　　　1．5
植被率　　　　　　　　　　　　　　　　　90
出．．現種数　　　　　　　　　　　　　　　　35

群集種樹種および区分種
　ススキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5・4

　　ヒヨドリバナ　　　　　　　　　　　　　＋
　　ツボスミレ　　　　　　　　　　　　　　＋
群団，オーダー，クラスの｛票徴種および区分種

　ヤマハギ　　　　　　　　　　　　　　　十
　　オカトラノオ　　　　　　　　　　　　　 牽

　　アキノキ・リンソウ　　　　　　　　　　　　十

　　トダシバ　　　　　　　　　　　　　　　＋
随伴種
　　ヨモギ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2・2

　　ウド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・1

　ヘクソカズラ　　　　　　　　　　　一｝一・2
　　リュウノギク　　　　　　　　　　　　＋・2
　モミジイチゴ　　　　　　　　　　　　　』．i．‘

　　ノササゲ　　　　　　　　　　　　　　　ート

　メドハギ　　　　　　　　　　　　　　
?．・

　アケボノソウ　　　　　　　　　　　　　＋
　コボタンヅル　　　　　　　　　　　　　＋
　　ヌスビトハギ　　　　　　　　　　　　　一．．ト
　オオノくコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一i一

　タチツボスミレ　　　　　　　　　　　　＋
　　クズ　　　　　　　　　　　　　　　 g

　スギナ　　　　　　　　　　　　　　　　・．ト

　　ミズキ　　　　　　　　　　　　　　　　＋
　　ヒナノウスツボ　　　　　　　　　　　目．ト
　チヂミザサ　　　　　　　　　　　　　　『．　．’

　不ムノキ　　　　　　　　　　　　　　　・．．i一

　ツリフネソウ　　　　　　　　　　　　　＋
　ヤブマオ　　　　　　　　　　　　　　　　十
　ヒナタ．イノコズチ　　　　　　　　　　　’．．i．噂

　ヤマノイモ　　　　　　　　　　　　＋
　　トコロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．｝一

　ヤハズソウ　　　　　　　　　　　　　　＋
　コチヂミザサ　　　　　　　　　　　　　　＋
　ウツギ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ート

　アカネ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋

　キブシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋

i灘翻翻。黙憎留織：，1k．どll蹴Oblt潔ma…9Un糸島郡二紬
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24．　ギョウギシバ群落，チガヤーススキ群落および木ウキギク群落　（Tab。22）

　Cッη040／z4αoちソJoκ一Gesellschaft，」r1ワzρ6γα’α　cッ」ガ1z47～cαvar．た。θηゴ9ガー1レ万soαη’ぬκs

　εガπθπ∫ガ∫一Gesellschaft　und／1∫オθγsκδκ∫認κ針Gese王lschaft

　（i）　相観。埋立て地雑亭群落っ

　（ii）群落形態。香椎浜地区は比較的新しい埋立て，造成地であり，無植生域が広がっている。地

区の南西部にはチガヤ，ススキ，セイタカアワダチソウなどが生育している。これらの雑草群落は，

新たに生じた裸地，臨海工業地域，理立て地などに特に広がりをみせ，構成種の大部分が帰化植物で

あり，有機質の埋積など立地条件の改変を生じやすいため数年を経ずして他の植生への遷移がみられ

るのが特徴とされている．

　ギョウギシバ群落は，ギョウギシバとイヌビエを区：分譲とし，比較的乾燥した砂嚢地などに生育し

ている。

　チガヤーススキ群落は，チガヤ，ススキを区分種とする。現地調査が10月中旬であるため植物のク

ズが高い植被率で生育している。チガヤーススキ群落が生行ずる立地は，｝」じヒの盛土などが行なわれ

た地点が多い。

　ホウキギク群落は，ヒメムカシヨモギ屈；Eガgθ70πのヒメムカシヨモギ，オオアレチノギク，

シオン偶；・4∫飽γのホウキギクを始めキク科櫃物が高さ0．5～1．6mで生育する！，2年生雑jl群落

である。

　（iii）　群口分布。上記3群落は香椎浜地区で植姐調査資料がえられている。耕作を放棄したり，休

耕されている畑地，造成後2～3年の臨海埋立て地を中心に，ギョウギシバ群落，チガヤーススキ群

落，ホウキギク群洛などの生育がみられる．

　（iv）　群屠動態。ギョウギシバ群落他の埋立地雑．if：群落は，季節の変化が大きく，放置していても

～

　　窪灘薫欝・，

　　　獺琴口熱応酬嵩西　　熱懸

　　　　　　　　　籍瓢、　繕　　繰鞭　　議
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騰

　　　　　　　　　　　　　　　　　瞭8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山鼠　麟聴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醸ド　　　　　　鰯鯨・　　　　　　　　　　勝
　　　　　　　　　　馨　　　　騰憩　　、夢

　　　　　　　　　　　　　　　騰概

　　　搬　熱　　　　’．讐　　窪　　　懸　鞍

　　　　　Phot．12．ホウキギグ群落，チガヤーススキ群落の生育する香椎浜地区
／1∫館プszめz〃認κ3－Gesellschaft　und∬〃ψθ〆α’αのノ々π47’oαvar．々。θπゴ9渉～一ルπsc御z酌～‘s　3”～θノ～3ゴs－

Gesellschaft　des　Kashihama－Bezirks，　auf　Neuland　aus　dem　Meer．
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数年を経ずに相観的にも，組成的にも変化がみられる。

　（v）　群落保全・利用。チガヤーススキ群落やホウキギク群落が雑草群落として生育する立地は，

根菜類を申心とする畑地が広がっている。水田耕作地は，イネの栽培に応じて春季にノミノフスマー

ケキツネノボタン群集，秋季にウリカワーコナギ群集が雑草群落として生育する。

　和白にはゴルフ場があり，コウライシバ，シバなどの草地によって占められている。

　福岡市北東部は，福岡市の産業，経済の発展とともに人口の増加がみられ，香椎ケ丘，八田，若

宮，上和白，下和白，三苦などで大規模な住宅地，団地の整備が進められ，植生，自然景観の大幅な

変化を比較的短期間に生じさせてきている。

　　　　　　　　　Phot．13．ガマ群落（後方）とギョウギシバ群落（前方）（香椎浜）
7ンρ加ノα1》o卿。α一Gesellschaft（hinter）und（⊇yノ～o｛ノ01～4αcりρ10π一Gesellschaft（vorne）　（auf　der　Kashihama）
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25．チガヤ群落（Tab．23）
　11ηカθ7α如のノ」ガπ4ガ。σvar，々。θ雇9ガーGesellschaft

　（i）　相観。多年生草本植物群落。二次草原。

　（ii）群落形態。植生調査資料は，香椎浜，志摩町，雁栄の7地点でえられており，イネ科のチガ

ヤが高い植被率で繁茂する。チガヤ群落は群落の高さが65～100cm，植被率が80～100％の草本植物

からなる単層群落である。出現種数は6～15種で，群落区分種のチガヤの他にヨモギ，ヤハズソウが

比較的高い常在度で生育する。

　（iii）　群落分布。チガヤ群落は，海岸埋立て地で湿潤な立地の先駆植生，荒廃地，水田のあぜなど

を1†巳・に生育している。個々の植分の生育醐積はせまい。

　（iv）　群落区分。チガヤ群落は，相観的に優讃するチガヤによって区分される二ψ、1塁1原であるが，

持続群落として生育している植分，先駆梢などによって種組成の変動も多く，3下位単位に区分され

る。クズ，カスマグサを区分種とする下位単位と特定の区分種をもたない典型下位単位は香椎浜の臨

海埋立て地に生育する植分であり，盛土地でもやや凹状地を中心1こみられる。放置しても数年を経ず

にススキ，セイタカアワダチソウ，カラスザンショウなどが侵入，繁茂する。…方，ハマスゲ，カモ

ジグサ，スズメノエンドウ，メヒシバを区分種とする下位単位は，海中道付近の旧砂丘地帯であり飛

行場跡地の荒廃地に生育する。取近は人々の授入も少なく，貧養な立地であるため持続群落を形成し

ている。隣接群落としてヨシなどの混生もみられるチガヤ草原もある。

　（v）　群落保金・利用。比較的湿潤な立地，とくに切り取り斜面などにチガヤの種子ふきつけを行

なうことは，チガヤが郷土種であるため，二次草原，低木類などの侵入，生育を容易にする。したが

って，ウィービング・ラブ・グラスなど外来牧草のみによる斜両保全以上の効果が得られる。

〆〆『

　．嫌薫

鰹層麟

麟

露購隷鳥鹸

．醗

　　　　　　　　　Phot．14　雁巣地鷺のチガヤ群落
ノηψθ7σ如。ッ1ゴπ47記αvar．々。の～ゴgガーGesellschaft（Ga職nosu，　Stadt　Fukuoka）
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　　　　　　Tab．23．チガヤ群落
ノ脚≠》θ〆認α¢yJ～π4γゴ。αvar．々。θπ29ゴ幽Gesellschaft

Laufende－Nr．：

Nr．　d．　Aufnahme：

Da加m　d．　Aufnahme（1978）

Meeresh6he（m）：
Gr6Be　d．　Probeflache（　　　り初）：

H6he　d．　Vegetat1on（ci罰）：

Deckung　d，　Vegetation（％）二

Arterlzah1：

Trennart　d．　Gesellschaft：
…ア涜海葱2∂　～葬『～班．12苑δ4．．．．．．．章a．士。々0θ癖8・だ

Trennarten　d，　Untereinheiten：
　Pκθアαガ召　10δα’α

　γ∫‘∫α彰〃αs1》θプ〃zα

Trennarten　d．　Unterei職heiten：

　〆1870カアγ0π々α趨（η’歪

　γノ。ゴα　ん～プsκ’α

　∠）ゴ9髭αγ忽α4sc9π4θノ～s

Begleiter：

　∠4r’8〃寛s初ρガηoθρs
　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　ヒ

　ノ．κ〃3〃Zθγ0び～α　S’7Zα’α

　SOご∫4α90α魏SS翻α

　琢〃か～8召9解。∫1〃辮α

　ル万30α7～’ん％s　s／7z8πεゴs

　ノ窪s’θプ　sκδ麗1α’κs

通し番号

調査番号

言周釜…月日

海抜高
調査面積
植生の高さ

植被率

群落区分種

　チガヤ
下位単位区分種

　クズ
　カスマグサ
下位単位区分種

　ハマスゲ
　カモジグサ

　スズメノエンドウ
　　　　へ　　　　　　ぐ

　メヒンハ
随伴鍾

　ヨモギ
　ヤハズソウ

1　　2　　3

A　　A　　A
18　　9　　5
10　　10　　10

18　　18　　18

4　　5　　6
A　　A　　A
21　84　85
10　　10　　10

18　23　23

7

A
55

10

21

2

5×52x33×42×23×43x410x10
100　80　80
98　10G　80
8　　6　　6

80

80

6

セィタカアワダチソウ
ヒメクク

ススキ

ホウキギク

65　70　　80
80　90　　98
8　　8　　15

…5・4　　5・5．．．．．．．．．．．5．．！4．．＿＿．◎土．4．．．．．．5・5　5・5　　5・5

i2・3　 1●2　293　

：十●2　　　0　　　｝審一

●

o

．

o

1。2

　●

　噂

　・

2・2

●

9

0

0

●

一1．．一

1・2

1・2

0

・

一i．一

m

十

一壱一

・

÷

o

・

o

o

●

・

　・

1・2

ｩ・2

十。2

　・

．

●

・

o

●

o

・

i2●3　 1●2　　　一ト

i1・2　 2●3　　　●

i。　1。2　十。2

　・　　十　　　　十

●

十2
工・2

　0

●

・

十2
●

●

o

o

り

一．g

●

噂

9

P一・

o

出現1團の糧＝Auβerdem　je　ei：｝mal　iR　Laufende－Nr．1：罪臨爾α．〃。励z〃z4αフジー．卜，∠瀦6’z‘cα’π4磁アキノノゲ

　シ＋，疎co”oρz‘s　co’κ！炉3rアプラススキ＋，　in　3：ノ1’3〔か。カogoπoノア9”～ぎ。”∫メリケンカルカヤ（一｝一），　in　4：

　qyρθアμsメ》o砂s如6々yo∫イガ．ガヤッリ2・2，　in　5：Pαsカα1κ脚4～！認認～6規シマスズメノヒエー｝．一2，　Eガ8櫓醐。π

　c催α40π5おヒメムカシヨモギ＋，β1’ノ忽η2σκ碑σコバンソウ＋，in　6：P1α漉αgo　1απcθo！厩αヘラオオバコ

　一．卜，in　7：Sθ∫α磁91α～4coキンエノコロート，％θ4θア如scαη4碗∫var．刑α〃θゴヘクソカズラ＋，0耀！ぎs
　OOア1zfα掃α如　力タパミ　＋，　ノ～π〃紹κ（τC認OSα　スイバ　＋，　〆1ごα砂ρんα　α那部γα々S　エノキグサ　ート，　G髭0乃0初α

　加48γαo詔var．9γ伽読sカキドウシー｛一，　Sc”加∫sp．ホタルイ属の一・種一ト，磁砂s’θ8伽3014㈱o！Zαハマヒル
　ガオー．卜，Cθπ彦召11ασsゴαガ。αツボクサ十．

調査地：Fulldorte　von　Laufende－Nr．1－4：Kashii，　Shima－cho：志摩ili∫香1こ維．　von　7：Funakoshi，　Shilna－cho
　　　　　志1こ入∫ll㌫越，　in　5，6：Higashi－ku，　Stadt　Fukaoka　宇副澗dT身《iΣζ

調査者；Laufellde－Nr．1，2，3：von．　A．　M．　u，　M，　N，，4．　vo11．　A．　M．，　M，　N．，　K，　S．　u．　K：at．，5，6．　von，　K．　S，，

　　　　　L．M。　u．　M．　N．，7，　von．　A，　M，　K．　S．，　L．　M．　u．　Kat．

26．シバ群落（Tab．24）
　　Zlのノ3ガ（zブαρoκガ。α一GeseHschaft

　（i）　相観。面面イネ科草本植物群落。二次草原。

　（ii）群落形態。高さ10cm前．後のシバが被度・群度5・5で優占する草原は，雁ノ栄，…一．．・単空軍施

設，和白ゴルフ場などに広いπrl積がみられる。このシバ華原は，年に数度の刈り取り，三度の高い人

の侵入などにより二次草原として生育し，砂質地では持続群落を形成しやすい。出現種数が7種で，

植分により種組成的変動があるが，優占種であり，草原として相観的にも特微づけているシバを区分

種としてシバ群落にまとめられる。

　（iii）群落分布。シバ群落で．広い面積を占めているのはゴルフ場，紅ヨ米軍施設等を中心に，公共施
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設，道路のり面，そして個人宅の庭に小面積ながらみられる。植生図上では，ゴルフ場のグリーンに

使用されているコウライシバ．Z‘）ys詔妙2協ア。！彪の草地も同一凡例としてまとめられている。

　（iv）　群落動態。シバは地下茎を縦横に延ばす多年草であるため，季観の変化が少い。冬季に地下

茎のみを残して地上部が枯れる。乾燥した立地あるいは貧養な立地では，遷移が進まず，長い期間持

続群一落を形成する。旧時に，中生～湿潤な立地，富養な立地でも，ゴルフ場のグリーンにみられるよ

うに，頻度の高い刈り取りを行うことによっても持続群落を形成する。

　（v）群落区分。今嗣植焦調査資料が得られたシバ群落は，植生学的群落体系として以下の⊥級単

位に所属がまとめられる。

　　ススキクラスMiscanthetea　sinensis
　　　ススキオーダーMiscanthetalia　sinellsis
　　　　シバ群i實i　Zoysion　japonicae
　（v）　群落の保全・利用。シバ群落にまとめられるシバ請地は，従来から都市の公園の緑地，踊三

景’観域の主要な構成植生であった。しかし種子を散布した，あるいは張ったシバの保護のため市民の

往来が制限されている例も多い。本来，開放景観域の緑は，人々が往来し，子供たちも自由に遊び廻

る空間として機能するのが好しい。したがって，シバ（ノシバ）にオオバコが混生しても良いはずで

ある。旧地化する場合には一時的に制限をする方策が画帳である。また，コウライシバは，ゴルフ場

のグリーンのような集約的管理がi」了能でない限り，公共施設などに利用しても管理費が高く，維持が

　Tab．24．シバ群．落
Zの，∫’αゴαメ）07．～記仏Gese11schaft

Laufende－Nr，：

Nr．　d，　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme：

　Meereshδhe（m）：
　Gr6βe　d。　Probef臓che（〃～り：

　H6he　d．　Vegetation（In）：

　Deckung　d．　Vegetation（％）：

　Aartenzah1：

Trennart　d。　Gesellschaft＝

　ZOツS∫αフαρ0π2Cθ

　盆9プ0ρヅ70η加勉0ブ’

　Ciyρ召アz4　sγoオκπ（∫κs

　I）1α1πα90♂ωκθo如’α

．通し器号

調査年ノ：ゴ1ヨ

調査面積
植生の高さ

植被率

群落区分種

　シバ
その他の種

　カモジグサ
　ハマスゲ
　ヘラオオバコ

1　　2
A　　A
86　　87
’78　　’78

10　　10
23　　23

3×4　3x4
0．1　0．1

97　　97

7　　7

3

SO
86

マ9

　5
13

100

2x3
0．05

10G

　9

5・5　　5・5　　5畳5

2・2　1。2

1。2　2。2

1・2　十・2

●

●

●

出現1翻の種：Au8erdem　je　einma1沁Laufende－Nr．1；」％3ρθ1醐z　4〃認σ’」‘脚，シマスズメノヒエ1・2，ノ171－

　4プ01》ogoπη”g加たz‘s，メリケンカルカヤ1・2，　y20融sθかん〃2，カラスノエンドウ＋・2，　短2：qyノ～040〃
　4αc砂Zoπギョウギシバ＋・2，　E万gθγoηcαノzα4θπ∫2sヒメムカシヨモギ÷，腋scα曜測器s加碗s2∫ススキ＋，

　in　3：Gθγαπ∫μ〃2　cαγo”ノ3’α77z4吻アメリカフウロウ＋・2，　β7’2α翅力．～oγヒメコバンソウ　＋，　功”ooo妙！θ

　初αγ漉規αノチドメ1・2，Poαα2．〃zz‘αスズメノカタビラ1・2，ゐz4gz‘♂αcσρ自認αスズメノヤリ÷・2，7’プ⑳一

　〃π弱勢6ρ6π5シロツメクサ牽，　3ノ理日読0屠κ初認」ακ’ゴ0μ耀ニワ・ゼキショウ＋，　減870下露‘如〃α緬var、ノ～π々0∂0

　ヌカボ＋・2．

調査地：Fundorte　v◎n　Laufende－Nr．1，2：Higashi－ku，　Stadt　Fukuoka福岡市in3：Itoshima－gun。糸島郡
調査者：Laufende－Nr．1，2：vo臓，　K．　S，，　L．　M．　u．　M．　N，3von　S．0．，　Y．　S．　u．　TKR．
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困難である。

27．　ウンシュウミカン果樹園　（Tab．25）

　C鉱7〃sκπs乃∫κ一〇bstgarten

　（i）　相観。常緑広葉低木。常緑果樹。

　（ii）　群落形態。ウンシュウミカン畑は，栽培麺物のウンシュウミカンCガオ耀∫雌∫加κによる低

木層と，下生え雑草による華本溜の二層からなる．このウンシュウミカン畑は年に1～数回の除草，

施肥など，管理の時期や程度に応じて，周囲の畑地，路傍，ソデ群落などの種群が侵入，生育し，さ

まざまの草丈の草本層を形づくっている。

　（iii）　群落分布。ウンシュウミカンC劾●多‘s多磁s毎κMarcov．は，日本で生まれた品種で，今R

では日本の中部，南部のヤブツバキクラス域の暖地の丘陵斜・薗，階段状∫F坦面に広く栽培されている。

　（iv）　群落動態。ウンシュウミカン畑の下生えの雑摯：鮮落は，人間による強い下渉下に持続し，人

為的な特殊な立地に生育している。ウンシュウミカン畑は，除苧：，施肥などの管理が定期的，集約的

行なわれてる。したがって，下生えの雑tl畜群落の不重類相にも，いろいろな変化がおこっている。

　（v）　群落区分。栽培種のウンシュウミカンによって区分される。これは，畑地の立地条件を反映

にした雑草群落などの代償植生によって区分されたものではなく，栽培植物による区分である。

　（vi）　群落の保金・利用。ウンシュウミカンは，低木層を形成するので，畑地の空間を2層構造に

よって弓懸するのが望ましい6革本層の作物種群は，生理生態的にウンシュウミカン畑に十分に適応

するものでなければならない。
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Laufende－Nr．：

Rr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme：

Tab．25．ウンシュウミカン果樹園
　C〃η43　2〃3s乃ノ甜一〇bstgarten

通し番号
調査番号

言周査年！∫ヨ　EI

　Meeresh6he（m）：　　　　　　　　　　　　　　　　　海抜高
　Gr6βe　d．　Probefl註che（㎡）：　　　　　　　　　　　　　調査面積

　H6he　d．　Strauchschicht（m）：　　　　　　　　　　　低木層の高さ
　Deckung　d．　Strauchschicht（％）：　　　　　　　　　　低木層の植被率
　H6he　d．　Krautschicht（m）：　　　　　　　　　　　　草本1琶の高さ
　Deckung　d，　Krautschicht（％）：　　　　　　　　　　　草本層の植被率

＿奏鷲叩嬰軽＝　　、　　　　　　　　　　一　　　出現種数

⑳pf願内応尊：　　　　　　　　　　　　栽培種
　C露7π∫ε4π∫ゐ伽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウンシュウミカン

Sonstige　Arten：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他の種
　楡あ魏8ガ3♪po初θノ耀　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨメナ

　0κ01おcoり，摺δosα　　　　　　　　　　　　　　　　　ムラサキカタバミ
　オガθ1加S毎ργ珈6ερS　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨモギ

　・48γ0ρツγ07Z加駕0ガ　　　　　　　　　　　　　　　　　　カモジグサ
　α加。メ》o（∫伽規8・7α6∫♂θ　　　　　　　　　　　　　　　　　トウバナ

　Eガ8【θ707z　3κ初αか碗s誌　　　　　　　　　　　　　　　　オオアレチノギク

　的4プooo砂18規α7漉駕α　　　　　　　　　　　　　　ノチドメ
　磁アρθs加〃zαδγ認απ加48∫　　　　　　　　　　　　　　　ヤブタバコ

　Gσ1伽ηzsρ膨ア謝η2　f．舘擁gosκ魏　　　　　　　　　　　　　ヤエムグラ

　磁1珈規々薩漉規48747θ　　　　　　　　　　　　　　　　キクムグラ
　Soηo加‘∫o陀アαo碗s　　　　　　　　　　　　　　　　ノゲシ
　勲θ4ε7毎36απ4砲3va「・刑如γ♂　　　　　　　　　　　ヘクソカズラ
　1）z4c加sπ印6みり，∫α泌乃α　　　　　　　　　　　　　　　ヘビイチゴ

　ε∫θ」1α万αα9Zf認加　　　　　　　　　　　　　　　　　ウシハコベ
　0劣α1寛ooアπゴα〃α如　　　　　　　　　　　　　　　　　　カタバミ

　ylo観zgfαゴαρoπ記α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オニタどうコ

　Co規初θ1加αoo御〃zμ短s　　　　　　　　　　　　　　ツユクサ
　y勿1αブαρ0痂0α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コスミレ
　Eg擁∫θ∫π卿αア〃θηsθ　　　　　　　　　　　　　　　　　スギナ

　yfc彪∫θρfκ辮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カラスノエンドウ

調査地：Fundort　von　Laufende－Nr．1：Stadt　Fukuoka福岡市
調査壱：Laufende讃r．！：von　S．0．，　E．N．　u．　Y．M．

S

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
I〈

K
K
Iく

K
I（

K
K
K
K

1

SO
68
’79

5

12

15

2x4
2

80

0。4

90

21

4・3

3・3

2。2

1・2

王。2

1・2

十2
3・3

1・2

十・2

3・3

一ト・2

1・2

十・2

2・2

十・2

十

1・2

十

十・2

÷・2

28．　サヤヌカグサ群落　（Tab．26）

　ゐθθ7sガα∫αツαπκたα一Gesellschaft

　（i）　相観。多年生草本植物群落。

　（ii）　群落形態。福岡県糸島郡前原新田に分布する河川の冠水部の⊥端などの不安定立地に，サヤ

ヌヵグサの優占する植分が児られる。サヤヌカグサ群落は，植生高が30～40c撮に達し，4～9種の草

本植物で構成されている。この群落は，オランダガラシ下位群落とカズノコグサ下位群落を包含す

る。オランダガラシ下位群落は，槌生高が30～40cm，植被率が90～100％，出現種数が4～8種で，

サヤヌカグサとオランダガラシが優占する植分である。カズノコグサ下位群落は，植生高が30～40

c醗，植被率が90％，出現種数が7～9種で，サヤヌカグサが優占する植分である。

　（iii）　群落分布。サヤヌカグサ群落は，河川の冠水帯の上端の不安定立地に小面積で生育する。こ

の群落の生育地内では，土壌水分の差異に対応して，水分の多い立地にオランダガラシ下位群落が生
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回し，水分のより少い側にカズノコグサ下位群落が生．育する。

　（iv）　群落動態。サヤヌカグサ群落は，河川内の不安定な立地に生育する。河！llの水位は，降雨に

よって変化する。この群落は河川の水位の影響を受けて，退行と発達を繰り返しながら生育している。

　（v）　群落区分。サヤヌカグサ群落は，イネ科のサヤヌカグサただ1種によって識別された。この

群落は，生育立地の水分条件の差異に対応して，アブラナ科のオランダガラシを区分種にもつ下位単

位とイネ科のカズノコグサ，セトガヤ，スズメノテッポウを区分種にもつ下位単位に区分された。サ

ヤヌカグサ群落は，オギーヨシ群団，ヨシオーダー，ヨシクラスに上級単位がまとめられる。

　（vi）　群落保全・利用。サヤヌカグサ群落は，河川流水による侵蝕，：L砂流出に対して防止の機能

を果している。したがって，河川の環境保全にとって，璽要な群落の一つである。

　Tab．26．サヤヌカグサ群落
ムθθ7s如3の2α1π‘々α一Gesellschaft

Laufende－Nr．：

Nr．　d．　Aufnahme：

王）atum　d．　Aufnahme（1979）：

．通し番号

調査番場・
1　　2　　3　　4
SO　SO　SO　SO
83　　　　81　　　　80　　　　79

5　　5　　5　　5
13　　　13　　　　13　　　13

　Gr6Be　d．　Probeflache（㎡）
　H6he　d，　Vegetation（cm）：

　Deckung　d．　Vegetation（％）：

　Artenzahl：

Trennart　d，　Gesellchaft：

Trennart　d．　Untereinheiten：

Trennart　d．　UntereiRheiten：

　メ1Joρ9α〃Z4Sフαρω〃C揮∫

　．410ρ6Cκη‘∫αθ9κ認∫s

Begleiter：

　PO砂8・01耀〃3勿470ρψ8ノρ

　鰯忽2加1α雄∂〃α

植生の高さ

出現種数

群落区分種

　サヤヌカグサ
下位単位区分種

　オランダガラシ
下．位単位区分種

　カズ．ノコグサ

　セトガヤ
　スズメノテッポウ
随伴種

　ヤナギタデ

　マコモ

1x6　2x4　2x4　2x4
40　　　　30　　　　40　　　　30

100　　　90　　　　90　　　　90

4　　8　　7　　9

；2・2　　5●4　　4●4　　594；

　5●5　　　一．卜 ●

穿・　　…1。2　　1・2i

・　11・2　　一．卜；

●　　．一｝一．●2　　・．十一●2…

2。2　　2・2　　1・2　　2。2

1・2　　　・　　　2。2　　－1．一。2

出現1回の種：Au6erdem　le　einmal　in　Laしzfende－Nr．2．　E1α如～θ〃’例4沼var．加4ゴ68〃α齢ミゾハコベ＋・2，
　β24碗s〃。，．z40sαアメリカセンダングサー｝一，　物7’oρ勿”3‘御δ耀s’」’θノ～sθオオフサモー．1一，　in　3：（h74α’加πθ

∫Zθκκosαタネツケバナ＋，　i114：0砂。θガαノ∫c妙ア‘，πθ♂‘照ドジョウツナギ　一｝一・2，　Pz‘規8κブαρoπ～α‘∫ギシギ

　シ十．

調査地：Fundorte　von　Laufende－Nr．1－4：Shinden，　Maebara　machi前原町瀞「田
調査者：Laufende－Nr．1～4：von　S．0．，　Y．S．　u．　T，KR．

29．　ノミノフスマーケキツネノボタン群集　（Tab．27）

　Stellario－Ranunculetum　cantoniensis
　（i）　相観。一年生華本四二君羊落。

　（ii）　群落形態。福岡県福岡市」玩己浜…丁目盲川沿い，．博多松島三丁目，野河内⊥，篠粟町若杉山に

おいて，6地点の植生調査資料が得られている。ノミノフスマーケキツネノボタン群集は，構成種が

11～17種，植被率が50～95％，植生高が20～400醒である。この群集の生育地は，マメ科植物のゲンゲ
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が優占する収穫後の乾水田であった。ノミノフスマーケキツネノボタン群集は，タチカモジ，オオア

レチノギク，コオニタビラコ，スズメノエンドウを区分種にもつタチカモジ亜群集と特定の区分種を

もたない典型亜群集に区分される．

　（iii）群落分布。ノミノフスマーケキツネノボタン群集の分布は，本州，囚国，九州の低地帯の排

水後の休耕水田などに生育している。この群集の典型亜群集は，より湿性的な立地に，またタチカモ

ジ亜群集は，やや乾性的な立地に生育している。

　（iV）　群落動態。ノミノフスマーケキツネノボタン群集は，生育地の土壌水分の容搬が高くなると

典型亜群集の分布域が拡がり，低くなるとタチカモジ亜群集の分布域が拡がると考えられる。この群

集は，スズメノテッポウータガラシ群集やカズノコグサーカワジザ群集よりも乾性立地に生育する。

　（v）　群落区分。　ノミノフスマーケキツネノボタン群集は，標微種にノミノフスマ，ケキツネノボ

タン，コオニタビラコ，区：分種にスズメノカタビラ，ハハコグサをもつことによって，他の群落から

識別される。この群集は，生育地の土壌水分の差異によって，タチカモジグサ，オオアレチノギク，

コオニタビラコ，スズメノエンドウを区分種にもつタチカモジグサ亜群集と特定な区分種をもたない

典型亜群集に区分される。ノミノフスマーケキツネノボタン群集は，スズメノテッポウ群団の標徴種

であるスズメノテッポウ，カズノコグサ，セトガヤ，タネツケバナ，ムシクサを包含するので，タウ

コギオーダー，タウコギクラスに上級単位がまとめられる。

　（vi）　群落保金・利用。ノミノフスマーケキツネノポタン鮮集の生育地は，水田や畑地に利用され

ている。実際に，福岡市内の農村でノミノフスマーケキツネノボタン群集域の同一立地で，二毛作田

とし’て水田や畑地という構造的に二種類の土地利用行われている。

30。　スズメノテッ；ポウ～タガラシ群集　（Tab．27）

　Alopecuro－Ranunculetum　scelerati
　（i）　相観。一・年生1’許：本1ζli劉勿群落，水田放棄地雑華群落。

　（ii）　群落形態。福岡市今津の収穫手簿の休耕湿田で，植生調査資料が得られているっ本群落は群醐

標徴種のカズノコグサが被土・鮮度3・3で優旨し，群集檬徴種のタガラシは三度・群度2・2であった。

群落の構成種は4種で，きわめて貧弱な種組成を示している．群落高は50c組，植：被率は50％で，疎生

した群落を形成していた。

　（iii）　群落分布。スズメノテッポウータガラシ群集は福岡市今津の今津小学校前の休耕水田で恋着f

している。この水田は休耕されている冬春期も水深1～3c田の停滞水下にある。秋から冬さらに春季

に耕作されるまで湛水下にある冬季水｝三旺1雑草群落としてスズメノテッボウータガラシ群集は広く各地

に生育している。

　（iv）　群落動態。スズメノテッボウータガラシ群議は秋冬季に発芽し，夏鳥の6月下旬頃には消滅

する。湿田などの多湿な立地に生育し，同一水田でも水分傾度が滅少に騰うと，タガラシの弧度は低

くなっていく．

　（v）　群落区分。　スズメノテッボウータガラシ群集は，キンポウゲ科のタガラシが生育しているこ

とによって，他の群落から区別される。スズメノテッポウータガラシ群集には，スズメノテッポウ群

団の標徴種であるスズメノテッポウ，カズノコグサなどが共存しており，スズメノテッポウ群団，タ

ウコギオーダー，タウコウギクラスへと上級単位がまとめられる。
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　（vi）　群落保全・利用。スズメノテッポウータガラシ群集の生育地は，水稲作に利用されている湿

田である。したがって水田耕作が続くかぎり，存続する人為的干渉下の持続群落といえる。

31．　カズノコグサーカワジサ群集　（Tab．27）

　Beckmannio－Veronicetum　Llndulatae
　（i）　相観。一年生草本植物群落。

　（ii）　群落形態。福岡県福岡市今津の⊥1叉穫後の休耕湿田と体耕乾田で，3地点の植生調査資料が得

られている。カズノコグサーカワジサ群集は，出現種数が10～13種，植被率が70～80％で，カズノコ

グサの優占することが多い。マメ科のゲンゲが出現する植分は蛇田である。

　（iii）　群落分布。カズノコグサーカワジサ群集の生育立地は土壌水分がスズメノテッポウータガラ

シ群集とノミノフスマーケキツネノボタン群集との中闘の立圭也に生育している。群集標徴種のカワジ

サとカズノコグサーカワジサ群集の分布は，ほぼ一致する。

　（iv）　群落動態。カズノコグサーカワジサ群集は，湿性の立地では，ヒメコウガイゼキショウ，カ

ズノコグサとカワジサの被度が増加し，逆に，ヒエガエリとゲンゲの被度は減少する。カズノコグサ

ーカワジサ群渠は，生育地の水分傾度に対応して，ノミノフスマーケキツネノボタン群集またはスズ

メノテッポウータガラシ群集に移行する。

　（v）　群落区分。カズノコグサーカワジサ群集はゴマノパグサ科のカワジサを標徴種とし，イグサ

科のヒメコウガイゼキショウ，ナデシコ科のツメクサ，イネ科のヒエガエリを区分種にもっことによ

って，他の群落から区別される。カズノコグサーカワジサ群集はスズメノテッポウ詳団の標徴種であ

るスズメノテッポウ，カズノコグサとタネツケバナを土位の標徴種または区分種として，タウコギオ

ーダー，タウコギクラスへと上級挙位にまとめられる。

　（vi）　群落保全・利用。カズノコグサーカワジサ群集の生育立地の土壌水分条件はスズメノテッポ

ゥータガラシ粗野の立地よりも乾性の傾向が強いので，乾田や畑地としても利用できる。このような

植物群落による立地評価は，農業その他の土地利用における生態学的指標としても利用できる6

　．．植生　図
　　　　Karte　der　Vegetation

　A．福岡市北東部の現存植生図

　　　Karte　der　realen　Vegetation　des　NO－Teiles　in　der　Stadt　Fukuoka，　Kyushu．

　　　　　　　　（縮尺　MaBstab　1：25000）

　　1．　自然植生

　　　　NatUrliche　Vegetatio1／

　福岡市北東部に残存生育している自然植生あるいは自然植生に準じる自然度の高い植生は，立花由

の山腹を占める通称クスノキの原始林，雁ノ巣，海中．道の玄海灘に面した帯状の海岸砂配植生が比較

的広い範囲を占めている。

　立花山の自然度の高い常緑広葉樹の森林植生は，今回の植生調査の結果，オニカナワラビークスノ
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キ群落にまとめられた。オニカナワラビークスノキ群落は，すでにE体各地の常緑広漿樹林との比較

検討の結果規定されているミミズバイースダジイ群集とほとんどの構成種が共通する。しかし，かっ

て植栽されたクスノキが高木第1層に優占し，種子から二次的に次の世代としてクスノキが高木第2

層，低木測，草本層にも生育している状態がみられる。

　ムサシアブミータブ群集の断片的な林分は，欝欝の町，名島の渡場で生育が確認された。またやや
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　Phot．14．萌芽林を形成しているマテバシイ

Als　Stockausschlag　verlungte勲∫θ〃～σθ4〃’s．
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萌芽林であるが，ミミズバイースダジイ群集は，城ノ越山の北側，長谷で生育している。その他のヤ

ブツバキクラスにまとめられる常緑広漿樹林は，多くがバクサンボクーマテバシイ群集，ナナメノキ

ーアラカシ群落などにまとめられるアラカシ，スダジイ，コジイ，マテバシイの優占する二次林，萌芽

林である。海からの影響をまともに受ける風衝低木林のオニヤブソテツーハマビワ群集は，磯崎鼻に

残存生育しているのがみらる。また隣接地である志賀島には広い範囲をオニヤブソテツーハマビワ群

集が占めている。

　ヤブッバキクラスにまとめられる常緑広葉樹林以外の自然植生は土井の青葉台にジャヤナギ群落が

池に接する低湿地に生育し，多良州沿いや塩浜南などの河辺や古い水田放棄地には，ヨシ群落が生育

している。

　　2．代償植生

　　　　ErsatzgeseUschaften

　福岡市北東部に生育する植生は，その大部分がさまざまな人間活動の影響を受けた，いわゆる代償

植生で占められている。

　生百する常緑広葉梅林はバクサンボクーマテバシイ群集，ナナメノキーアラカシ群落などにまとめ

られる二次林，i勇三三がほとんどである。自然林と比較して植生の高さが限られ，構成種からヤブッ

バキクラスの種が少なく，夏緑植物の混生が多くみられる。同じ二次林でも，乾燥した貧養地，日射

ll：の限られる斜面，過皮の入為的影鰻が及んでいるところには，コナラ群落にまとめられる夏緑広乗

樹林が生青する。コナラ群落は林分により種組成に変動が多く，若い二次林ではアカメガシワ，ハゼ

ノキ，タラノキなどが優印することも少なくない。薪炭材としてコナラ，クヌギ，果樹としてクリな

ど植栽されたものもある。

　モウソウチク・マダケ林は，河積面に接した比較的水分条甘にめぐまれた山地．1烈竣の斜面…卜邸を中

　　　　　　　　　　Phot．15　新しい埋立て造成地に生育するクズ群落
Auf　dem　Land，　das　aus　dem　Meer　gewonnen　worden　ist，　wachst　Pκθアα〆如♂06α’α（Kashihama）．
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心に小塊状に点在している植分がみられる。一部に自生もみられるクロマツ林は多くが植樹されたも

のであるが海岸線，旧海岸線に近い砂丘上，向陽地を中心に生育している。内陸側ではアカマツ植林

が少なくない。アカマツ植林が南斜面から尾根筋に笠馨しているのに対し，城ノ越山の北斜面など凹

状地，斜面下部にはスギ・ヒノキ植林が多くみられる。

　立花由の北ノ原上などでは広くミカン畑がみられる。内陸側では南斜面に限られるミカン畑も，臨

Ph◎t．16．セイタカアワダチソウ群落（ボタン山）

　　εoJ躍αgoα〃’∬〃ηα一Gesellschaft
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海域では海抜50m前後の丘陵全体が階段状のミカン園として不【欄されている例も少なくない。

　沖積低地で地下水位の高い立地ではウリカワーコナギ群集などの雑草群落の生育する水田耕作地と

して広く利用されており，洪積面を始めとする大小の平坦地にはコミカンソウーウリクサ群集にまと

められる雑草群落の生育する耕作畑地が広がっている。福岡市の発展とともにこれら耕作地の一部は

盛土，造成が行なわれ宅地化しているところも少なくない。

】3，福岡市北東部の潜在自然植生図

　　Karte　der　potentiellen　！1atarlichen　Vegetation　des　NO－Teiles　der　Stadt　Fukしioka，

　　Kyushu．

　　　　　　　（縮尺　MaBstab　1：25000）

　　1．　ムサシァブミータブ群集

　　　　Arisaemato　rhgentis－Machiletum　thunbergii
　日払市北東部の21：11積面では，古くからの宅地周辺，斜面下部にはタブノキの大木が残存している。

また谷状地など比較的水分条件にめぐまれたスギ・ヒノキ植林の林内にはタブノキの幼木，ムサシア

ブミ，ミゾシダなどムサシアブミータブ群集とむすびついた種群の生育がみられる。このような立地

の潜在自然植生はムサシアブミータブ群集である。

　箱崎をはじめとする市街地，香椎浜地区など臨海埋立て地では，一時的に地下水位の下降もみら

れ，有機質を含む基盤を欠く地点もある。しかし，環境保全林の基礎資料として，またその立地がポ

テンシャルにもつ生物的生産力の評価として潜在自然植生を判定すれば市街化域，埋立て地において

も表層土の還元を前提として，図示されるように，ムサシアブミータブ群集を軸心に潜在自然植生が

決定される。またムサシアブミータブ詳集林の復元・形成もll∫能である。

　　2．　ミミズバイースダジイ群集

　　　　Symploco　glaucae…Castanopsietum　sieboldii
　沖積面を除いた山地，丘陵部の潜在自然植｛，1三は，　ミミズバイースダジイ群集域が広い面積をしめ

る。とくに福岡市北集部は海抜400m以下の臨海域であり，イスノキーウラジロガシ群集など内陸部

のサカキーウラジロガシ群団にまとめられる，いわゆるカシ林を欠く。

　ミミズバイースダジイ群集域でも立花山を中心とする立地は，自然度の高いオニカナワラビークス

ノキ群落においてカクレミノ，ヤブツバキなどが欠ける．そのため，他の地点と亜群集段階で潜在自

然植生が区分されている。

　　3。　オニヤブソテツーハマビワ群集

　　　　Cyrtomio－Litseetum　japQnicae
　潜在自然植生としてタブノキ，スダジイなど常緑広葉鰐の高木林が生育できない海岸風衝地，i日砂

丘では，オニヤブソテツーハマビワ群集の生育地となる。

　　4。　ムクノキーホルトノキ群落

　　　　／1ρぬαπαπ地6αsカθ7α一Eどα60cα7力多‘∫s），♂〃θsオガs　var．　o〃ψがα4ε一Gesellschaft

　櫃岡市北東部の沖積面でも根菜類などの畑地を耕作放棄して放署するとチガヤが侵入するようなや

や湿澗な立地では，宮脇他1974が熊本市付近での植生調査報告を行っているムクノキーホルトノキ群

落が潜在自然櫃生であると判定された。
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　　5．　ジャヤナギ群落，ヨシ群落他

　　　　SαZガκ67’ooα7ヵσ一Gesellschaft，！）伽’αgノフ密’θsακs〃α万s－Gesellschaft　u．　a．

　沖積低地で冠水を生じるような立地では，ジャヤナギ群落やヨシ群落，ガマ群落などが水分条件を

主とする細かな立地条件の差に応じた潜在生育地を占めている。

　　6．　ハマボウフウクラス・ハマゴウクラス

　　　　Glehnietea　httoralis　u．　Viticetea　rotulldifoliae
　海岸砂丘は，海中道，雁ノ巣など志賀島にいたる砂洲上に広がり，ハマグルマーケカモノハシ群

集，ハマグルマーコウボウムギ群集などハマボウフウクラス，およびチガヤーハマ：ゴウ群集などハマ

ゴウクラスの植生が潜在自然植生となう。


